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　最北の国立公園である利尻礼文サロベツ国立公園は、指定から半世紀を

迎えます。この地域では、洋上に浮かぶ利尻山をシンボルに、希少な植物が

咲き誇る礼文島、泥炭が積み重ねられてできたサロベツの雄大な湿原など、

悠久の時間の中で形作られてきた豊かな自然景観を楽しめます。

　この景観は、自然の営みだけで築き上げられたものではなく、それぞれの

地域で自然を守り、活かしながら生きる人々の営みが自然と交わりながら築き

上げたものでもあります。利尻礼文サロベツ国立公園の保全と発展のため、多く

の方々に長年にわたり格別のご尽力を賜りましたこと、深く感謝申し上げます。

　50年という節目を迎える今、この記念誌を通じて利尻礼文サロベツ国立公園

の魅力を改めて見つめ直し、この地域で活動されてきた人たちに思いを馳せ、

この地域で紡がれてきた物語の一端に触れていただければと思います。

　そして、様々な想いを受け継ぎながら、わが国の最北に位置するたぐい稀な

自然の恵みを絶やすことなくこの先にも繋げ、地域の誇りや宝としてより

一層輝かせるとともに、自然と人とが持続可能な形で共生する未来を皆さまと

ともに築いていくことが私たちの願いです。

自然と人と。
さいはての大地の50年

北海道地方環境事務所長

山本 麻衣
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オタトマリ沼越しの利尻山。ここから見る山頂付近の荒々しい山容は、利尻島を代表する景観として知られている。
風のない穏やかな日には沼の水面が鏡のように反射し、美しい「逆さ利尻富士」が現れる。

　

利
尻
島
は
外
周
約
60
キ
ロ
の
円
錐
形
の
火
山
島
で
、

海
岸
か
ら
そ
び
え
立
つ
よ
う
に
見
え
る
利
尻
山
は
、

標
高
1
7
2
1
メ
ー
ト
ル
の
独
立
峰
。
別
名
「
利
尻

富
士
」
と
も
呼
ば
れ
る
そ
の
姿
は
、
天
候
や
季
節
に

よ
っ
て
刻
々
と
変
化
し
、
自
然
の
持
つ「
美
」
が
多

様
で
尊
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
に
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。

　

山
の
中
腹
か
ら
山
頂
に
か
け
て
は
火
山
礫
の
浸
食

に
よ
り
、
深
い
谷
と
鋭
い
尾
根
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

際
立
つ
。こ
う
し
た
山
の
フ
ォ
ル
ム
は
数
多
く
の
登
山
者

を
魅
了
し
て
き
た
が
、人
々
の
踏
圧
な
ど
で
登
山
道
沿

い
の
侵
食
が
進
ん
で
し
ま
う
結
果
と
な
っ
た
。
も
ろ
く

崩
れ
や
す
い
山
肌
を
ど
う
守
る
の
か
。
前
例
の
な
い

課
題
に
人
々
は
向
か
い
、
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。

利尻



3巨大な溶岩ドームが眼前に迫る桃岩展望台。そこからの眺めは断崖と植物、海との対比が美しい。

　

利
尻
島
の
北
西
約
10
キ
ロ
に
位
置
す
る
礼
文
島
。

隣
り
合
う
島
同
士
で
あ
る
が
、そ
の
成
り
立
ち
や
様
相

は
ま
っ
た
く
異
な
る
。山
が
屹
立
し
海
に
浮
か
ぶ
よ
う

に
見
え
る
利
尻
島
に
対
し
、礼
文
島
は
東
西
約
8
キ
ロ
、

南
北
約
29
キ
ロ
と
細
長
く
低
い
丘
が
穏
や
か
に
連
な
っ

て
い
る
。

　

別
名
「
花
の
浮
島
」と
呼
ば
れ
、高
山
植
生
が
海
抜

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
出
現
し
て
お
り
、レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ

ソ
ウ
や
レ
ブ
ン
キ
ン
バ
イ
ソ
ウ
と
い
っ
た
固
有
の
植

物
も
豊
富
。「
こ
こ
に
し
か
咲
か
な
い
花
を
い
つ
か
見

て
み
た
い
」、そ
ん
な
憧
れ
を
抱
き
、
こ
の
島
を
訪
れ

る
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
希
少
な
花
た
ち
は
環
境
の

変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
生
息
数
を
減
ら
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
が
、種
を
絶
や
さ
な
い
た
め
の
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
咲
き
誇
る
花
々
の
裏
に
は
、

花
に
寄
り
添
い
暮
ら
す
島
の
人
々
の
姿
が
あ
る
。

礼文



3

巨大な溶岩ドームが眼前に迫る桃岩展望台。そこからの眺めは断崖と植物、海との対比が美しい。

国内最大級の浮島がある瞳沼や、大規模な湿地溝の発達が見られるなど、国内では他に類を見ない規模の湿原が広がっている。
奥に見える海岸線沿いには数列の砂丘林が帯状に発達し、起伏に富んだ林内に100以上の湖沼が点在する。

　

2
つ
の
島
の
自
然
景
観
と
は
対
照
的
に
、
果
て
し

な
く
続
く
か
の
よ
う
な
地
平
線
が
広
が
る
サ
ロ
ベ
ツ

原
野
。
6
0
0
0
年
と
も
い
わ
れ
る
時
を
経
て
、
植

物
遺
体
が
堆
積
し
た
泥
炭
地
の
上
に
日
本
最
大
級
の

高
層
湿
原
が
生
ま
れ
た
。
開
拓
時
代
か
ら
、こ
の
土
地

を
農
地
に
し
よ
う
と
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
て

き
た
が
、
時
代
を
経
て
自
然
保
護
と
い
う
価
値
観
が

共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
発
か
自
然
保
護
か
と

い
う
議
論
が
早
く
か
ら
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
プ

ロ
セ
ス
は
、
自
然
と
い
う
も
の
の
認
識
を
深
め
、他
者
の

思
い
を
受
け
止
め
、地
域
の
未
来
像
を
見
据
え
る

た
め
の
大
切
な
機
会
と
な
っ
た
。

サロベツ
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国
立
公
園
と
い
う
と
、
そ
の
主
役
は
手
つ
か
ず

の
自
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
自
然
が
い
ま
こ
こ
に
あ
る
裏
に
は

人
々
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
。
国
立
公
園
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
に
つ

な
が
る
が
、
そ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
の
も
ま
た
人

の
役
割
と
い
え
る
。

　

50
年
の
節
目
を
迎
え
、
本
書
で
は
、
自
然
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
人
々
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

固
有
の
植
生
の
保
護
に
取
り
組
む
人
々
や
自
然
と

人
間
と
の
境
界
と
な
る
登
山
道
の
整
備
を
す
る

人
々
な
ど
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
今
も
昔
も
変

わ
ら
ず
自
然
の
恵
み
を
暮
ら
し
に
生
か
す
地
域
の

人
々
の
姿
が
あ
る
。

12
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利
尻
礼
文

サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

５０
年
の
歩
み

最
北
の
風
景
を
守
る

試
行
錯
誤
の
歴
史

1
9
5
0
（
昭
和
2 5
年
）

利
尻
郡
、礼
文
郡
全
域
2
9
5
8
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
利
尻
礼
文
道
立
自
然

公
園
に
指
定
。

1
9
5
9
（
昭
和
34
年
）

稚
内
市
の
一
部
、
豊
富
町
の
一
部
4
4
0
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
道
立
自
然

公
園
に
追
加
指
定
。

礼
文
島
桃
岩
付
近
一
帯
の
野
生
植
物
が
北
海
道
の
天
然
記
念
物
に
指
定
。

1
9
6
2
（
昭
和
37
年
）

北
海
道
知
事
よ
り
厚
生
大
臣
へ
国
定
公
園
指
定
の
申
出
を
行
う
。

1
9
6
3
（
昭
和
38
年
）

厚
生
省
国
立
公
園
部
の
現
地
調
査
。

1
9
6
5
（
昭
和
40
年
）

利
尻
郡
、礼
文
郡
、
稚
内
市
及
び
豊
富
町
の
一
部
を
利
尻
礼
文
国
定
公
園
に
指
定
。

1
9
6
8
（
昭
和
43
年
）

利
尻
島
の
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
自
生
地
が
北
海
道
の
天
然
記
念
物
に
指
定
。

1
9
7
1
（
昭
和
46
年
）

稚
咲
内
海
岸
砂
丘
林
が
北
海
道
の
天
然
記
念
物
に
指
定
。

環
境
庁
発
足
。

1
9
7
4
（
昭
和
49
年
）

9
月
20
日
、利
尻
礼
文
国
定
公
園
に
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
が
追
加
さ
れ
、

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
に
指
定
。

1
9
7
5
（
昭
和
50
年
）

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
管
理
員
を
配
置
。

1
9
8
0
（
昭
和
55
年
）

礼
文
島
西
海
岸
の
国
有
林
内
か
ら
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
大
量
盗
採
。

1
9
8
3
（
昭
和
58
年
）

礼
文
島
に
高
山
植
物
保
護
対
策
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ

リ
ソ
ウ
な
ど
の
対
策
を
積
極
的
に
実
施
。

1
9
8
6
（
昭
和
61
年
）

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
管
理
計
画
書
策
定
。

利
尻
山
鬼
脇
ル
ー
ト
通
行
禁
止
。

サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
乾
燥
化
対
策
、
環
境
庁
の
委
託
を
受
け
た
北
海
道
自
然

保
護
協
会
が
、3
年
間
の
調
査
を
終
え
報
告
と
提
言
を
ま
と
め
る
。

礼
文
町
高
山
植
物
培
養
セ
ン
タ
ー
完
成
。

1
9
8
7
（
昭
和
62
年
）

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
盗
掘
続
く
。
監
視
体
制
を
強
化
。

サ
ロ
ベ
ツ
原
生
花
園
自
然
教
室
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館
。

1
9
5
0
（
昭
和
25
年
）

北
海
道
開
発
法
公
布
、
北
海
道
開
発
庁
発
足
。

1
9
5
7
（
昭
和
32
年
）

稚
内
開
発
建
設
部
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
開
発
計
画
の
樹
立
。

1
9
6
0
（
昭
和
35
年
）

稚
内
空
港
開
港
。

1
9
6
2
（
昭
和
37
年
）

利
尻
空
港
開
港
。

1
9
6
7
（
昭
和
42
年
）

サ
ロ
ベ
ツ
放
水
路
完
成
。

1
9
6
8
（
昭
和
43
年
）

こ
の
頃
、
最
果
て
ブ
ー
ム
で
観
光
客
増
加
。

1
9
7
0
（
昭
和
45
年
）

三
井
東
亜
化
学
が
泥
炭
採
掘
工
場
を
豊
富
町
に
設
置
。

1
9
7
7
（
昭
和
52
年
）

旧
ソ
連
と
米
国
が
「
2
0
0
海
里
漁
業
水
域
」
を
設
定
。

北
洋
漁
船
は
操
業
場
所
を
失
い
、
稚
内
経
済
は
大
き
な
打
撃
。

1
9
7
8
（
昭
和
53
年
）

礼
文
空
港
開
港
。

1
9
8
2
（
昭
和
57
年
）

道
道
稚
内
天
塩
線
全
線
開
通
。

1
9
8
3
（
昭
和
58
年
）

大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件
が
発
生
。

1
9
8
4
（
昭
和
59
年
）

利
尻
空
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン
。

1
9
8
7
（
昭
和
62
年
）

東
京
〜
稚
内
直
行
便
が
就
航
。

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
が
誕
生
し
た
の
は
1
9
7
4

年
。
す
で
に
1
9
6
5
年
に
利
尻
・
礼
文
と
稚
内
か
ら
豊
富
ま

で
の
海
岸
線
が
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
サ
ロ

ベ
ツ
原
野
が
加
わ
る
形
と
な
っ
た
。
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ

れ
た
背
景
に
は
、
当
時
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
で
進
め
ら
れ
て
い
た
開

発
計
画
が
あ
っ
た
。
酪
農
に
適
し
た
草
地
と
し
て
土
地
を
改
良

す
る
の
か
、
多
様
な
生
態
系
を
有
す
る
湿
原
を
保
護
す
る
の
か
。

議
論
が
揺
れ
る
中
、1
9
7
1
年
に
自
然
公
園
審
議
会
で「
サ
ロ

ベ
ツ
原
野
を
公
園
区
域
に
編
入
し
て
、自
然
保
護
上
格
別
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
」と
の
答
申
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
保

護
区
域
は
し
っ
か
り
と
守
り
、
開
発
も
両
立
さ
せ
る
と
い
う
考
え

の
も
と
に
国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

　
指
定
に
よ
り
環
境
保
護
へ
の
意
識
は
高
ま
っ
た
が
、
観
光
ブ
ー

ム
な
ど
に
よ
っ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
こ
う
し
た
中
で
利
尻

登
山
道
の
激
し
い
侵
食
が
起
こ
り
、
礼
文
だ
け
に
咲
く
希
少
な
ラ

ン
の
一
種
・
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
盗
掘
が
相
次
い
だ
。
ま
た

環
境
の
変
化
に
よ
り
、
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の
乾
燥
化
が
進
ん
だ
。

　

1
9
8
0
年
代
か
ら
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
保
護
増
殖
対

策
が
始
ま
り
、
群
生
地
の
監
視
強
化
や
人
工
的
に
培
養
す
る
技

術
が
確
立
さ
れ
た
。
2
0
0
0
年
代
に
入
る
と
、
上
サ
ロ
ベ
ツ

自
然
再
生
協
議
会
や
利
尻
登
山
道
等
維
持
管
理
連
絡
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
50
年
、環
境
保
護
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で

は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
近
年
、課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
温
暖
化

や
気
候
変
動
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
変
化
だ
。こ
の
エ
リ
ア
に
し

か
生
息
し
な
い
動
植
物
や
最
北
な
ら
で
は
の
風
景
を
い
か
に

守
っ
て
い
く
の
か
。
ま
だ
見
ぬ
未
来
を
明
る
い
も
の
に
す
る
た

め
の
試
行
錯
誤
の
歴
史
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
。

1950196019701980
国
立
公
園
に
関
す
る
出
来
事

地
域
に
関
す
る
出
来
事
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1
9
8
9
（
平
成
元
年
）

礼
文
町
高
山
植
物
培
養
セ
ン
タ
ー
で
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
人
工
培
養
に
よ
る
発
芽
に
成
功
。

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
指
定
15
周
年
に
合
わ
せ
、浜
勇
知
の
海
岸
に
展
望
休
憩
施
設

こ
う
ほ
ね
の
家
が
オ
ー
プ
ン
。

幌
延
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館
。

1
9
9
0
（
平
成
2
年
）

礼
文
町
高
山
植
物
園
完
成
。

1
9
9
1
（
平
成
3
年
）

サ
ロ
ベ
ツ
鳥
獣
保
護
区
設
定
。

1
9
9
3
（
平
成
5
年
）

稚
内
で
唯
一
の
コ
ウ
ホ
ネ
の
群
落
地
と
な
る
こ
う
ほ
ね
沼
の
水
位
低
下
。

存
続
の
危
機
。

1
9
9
4
（
平
成
6
年
）

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
指
定
。

1
9
9
5
（
平
成
7
年
）

大
型
低
気
圧
に
よ
る
大
シ
ケ
で
激
浪
が
浜
勇
知
の
防
波
堤
役
の
砂
丘
を

削
り
、
展
望
休
憩
施
設
周
辺
や
こ
う
ほ
ね
沼
の
浸
食
が
深
刻
化
。

1
9
9
6
（
平
成
8
年
）

浜
勇
知
園
地
の
こ
う
ほ
ね
沼
が
水
枯
れ
の
危
機
。
一
時
避
難
の
た
め
コ
ウ

ホ
ネ
の
移
植
な
ど
の
保
護
対
策
が
進
め
ら
れ
る
。

2
0
0
0
（
平
成
12
年
）

利
尻
山
で
携
帯
ト
イ
レ
の
無
償
配
布
開
始
。

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
管
理
計
画
書
改
定
。

2
0
0
1
（
平
成
13
年
）

環
境
省
発
足
。

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
設
立
。

人
工
培
養
株
の
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
初
め
て
開
花
。

2
0
0
3
（
平
成
15
年
）

国
立
公
園
第
１
次
点
検
（
湿
原
、
樹
林
帯
の
保
護
な
ど
を
目
的
に
、
豊
富
、

幌
延
両
町
の
一
部
合
わ
せ
て
２
９
４
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
新
た
に
国
立
公
園

区
域
に
編
入
）。

2
0
0
4
（
平
成
16
年
）

サ
ロ
ベ
ツ
再
生
構
想
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ロ
ベ
ツ
・
エ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
立
。

利
尻
山
沓
形
コ
ー
ス
の
登
山
道
を
整
備
。

2
0
0
5
（
平
成
17
年
）

上
サ
ロ
ベ
ツ
自
然
再
生
全
体
構
想
策
定
の
具
体
化
に
向
け
、
上
サ
ロ
ベ
ツ

自
然
再
生
協
議
会
が
発
足
。

サ
ロ
ベ
ツ
原
野
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
。

2
0
0
7
（
平
成
19
年
）

海
岸
砂
丘
林
再
生
事
業
の
一
環
で
、
稚
咲
内
砂
丘
林
に
ド
ン
グ
リ
を
植
栽
。

利
尻
山
登
山
道
等
維
持
管
理
連
絡
協
議
会
設
立
。　
　
　
　
　
　
　
　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
管
理
計
画
書
改
定
。

2
0
1
1
（
平
成
23
年
）

サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
セ
ン
タ
ー
開
館
。

2
0
1
5
（
平
成
27
年
）

上
サ
ロ
ベ
ツ
自
然
再
生
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
約
40
年
前
に
消
滅

し
た
落
合
沼
が
復
活
。
エ
ゾ
ト
ミ
ヨ
な
ど
小
魚
の
生
息
を
確
認
。

2
0
2
1
（
令
和
3
年
）

国
立
公
園
第
2
次
点
検（
礼
文
島
の
ト
ド
島
北
部
の
海
域
、
利
尻
島
の

南
浜
湿
原
等
を
新
た
に
公
園
区
域
に
編
入
）。

2
0
2
2
（
令
和
4
年
）

礼
文
島
桃
岩
一
帯
の
高
山
植
物
群
落
を
天
然
記
念
物
に
指
定
。

2
0
2
4
（
令
和
6
年
）

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
が
指
定
50
周
年
を
迎
え
る
。

1
9
8
9
（
平
成
元
年
）

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
、
豊
富
町
の
サ
ロ
ベ
ツ
原
生
花
園
を
ご
視
察
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
天
北
線
が
廃
止
。

1
9
9
0
（
平
成
2
年
）

東
利
尻
町
が
利
尻
富
士
町
に
町
名
変
更
。

1
9
9
3
（
平
成
5
年
）

北
海
道
南
西
沖
地
震
が
発
生
し
、
豊
富
町
稚
咲
内
で
も
漁
船
に
被
害
。

利
尻
〜
小
樽
間
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
が
廃
航
。

1
9
9
4
（
平
成
6
年
）

こ
の
頃
、
百
名
山
ブ
ー
ム
で
利
尻
山
の
登
山
者
が
増
加
。

1
9
9
5
（
平
成
7
年
）

稚
内
〜
コ
ル
サ
コ
フ
間
に
サ
ハ
リ
ン
定
期
航
路
が
就
航
。

離
島
観
光
ブ
ー
ム
が
再
燃
。

1
9
9
8
（
平
成
10
年
）

利
尻
島
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
オ
ー
プ
ン
。

1
9
9
9
（
平
成
11
年
）

現
在
の
利
尻
空
港
が
開
港
。

2
0
0
3
（
平
成
15
年
）

道
北
離
島
航
空
路
線
協
議
会
で
利
尻
・
礼
文
〜
稚
内
線
の
運
航
休

止
が
正
式
決
定
。

2
0
0
4
（
平
成
16
年
）

宗
谷
丘
陵
の
周
氷
河
地
形
が
北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
る
。

2
0
0
7
（
平
成
19
年
）

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
の
P
R

施
設
ゆ
め
地
創
館
が
オ
ー
プ
ン
。

2
0
0
8
（
平
成
20
年
）

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー（
旧
東
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
）
の
新
タ
ー
ミ

ナ
ル
、
稚
内
港
国
際
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
揃
っ
て
オ
ー
プ
ン
。

2
0
1
0
（
平
成
22
年
）

宗
谷
支
庁
か
ら
宗
谷
総
合
振
興
局
に
改
組
さ
れ
、
幌
延
町
が
留
萌
管

内
か
ら
宗
谷
管
内
へ
編
入
。

2
0
1
1
（
平
成
23
年
）

映
画
『
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
』の
撮
影
ロ
ケ
が
、
利
尻
、礼
文
両
島
や

稚
内
市
、
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
な
ど
で
行
わ
れ
る
。

2
0
1
2
（
平
成
24
年
）

J
R
稚
内
駅
と
一
体
と
な
っ
た
複
合
施
設「
キ
タ
カ
ラ
」が
オ
ー
プ
ン
。

2
0
1
3
（
平
成
25
年
）

礼
文
町
に
、
映
画
『
北
の
カ
ナ
リ
ア
た
ち
』
の
ロ
ケ
地
を
活
用
し
た

「
北
の
カ
ナ
リ
ア
パ
ー
ク
」が
オ
ー
プ
ン
。

2
0
1
4
（
平
成
26
年
）

鴛
泊
港
新
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル「
海
の
駅
お
し
ど
ま
り
」が
オ
ー
プ
ン
。

2
0
1
6
（
平
成
28
年
）

礼
文
島
の
新
桃
岩
ト
ン
ネ
ル
が
供
用
開
始
。

2
0
1
7
（
平
成
29
年
）

豊
富
町
、
サ
ロ
ベ
ツ
農
事
連
絡
会
議
、
北
海
道
開
発
局
稚
内
開
発
建
設

部
が
、公
益
社
団
法
人
農
業
農
村
工
学
会
の
平
成
29
年
度
同
工
学
会
賞

「
上
野
賞
」を
受
賞
。

2
0
1
8
（
平
成
30
年
）

利
尻
島
内
で
1
0
6
年
ぶ
り
の
ヒ
グ
マ
出
没
が
確
認
。

天
皇
、皇
后
両
陛
下
が
利
尻
島
を
ご
訪
問
。オ
タ
ト
マ
リ
沼
な
ど
を
ご
視
察
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
。
こ
の
影
響
で
道
内
全
域
が
停
電
。

2
0
2
0
（
令
和
2
年
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
世
界
的
に
広
が
る
。

1990200020102020
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19 自然とともに歩む人々　利尻

　

標
高
1
7
2
1
メ
ー
ト
ル
の
利
尻
山
は
日
本
海
に

ま
る
で
浮
か
ぶ
よ
う
に
そ
び
え
る
独
立
峰
。
登
山

ル
ー
ト
は
鴛
泊
と
沓
形
の
2
つ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

頂
上
ま
で
6
時
間
ほ
ど
の
道
の
り
だ
。
山
頂
に
近
づ

く
に
つ
れ
、
足
場
が
悪
く
な
り
火
山
礫
で
あ
る
ス
コ

リ
ア
層
が
露
出
し
て
く
る
。
こ
の
層
は
、
手
で
触
る

だ
け
で
も
ろ
く
崩
れ
て
し
ま
い
、
お
よ
そ
30
年
前
に
起

こ
っ
た
登
山
ブ
ー
ム
の
折
、
人
々
の
踏
圧
や
雨
水
の
流

水
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
く
侵
食
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
登
山
道
の
荒
廃
に
対
し
島
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
前
例
な
き
課
題
に
向
き
合

う
人
々
の
挑
戦
と
葛
藤
の
日
々
を
追
っ
た
。

手
探
り
で
進
め
ら
れ
た
登
山
道
整
備

　

登
山
口
か
ら
ほ
ど
近
い
森
で
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
音

が
響
く
。
強
風
で
木
が
倒
れ
、
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
っ

た
登
山
道
を
復
旧
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
「
倒
木
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
本
来
の
道

と
は
別
の
と
こ
ろ
を
登
山
者
が
歩
い
て
し
ま
い
ま

す
。
貴
重
な
花
が
踏
ま
れ
な
い
よ
う
に
速
や
か
に
作

業
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

　

ト
レ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
の
代
表
で
あ
る
岡
田
伸
也
さ
ん

が
教
え
て
く
れ
た
。こ
の
会
社
で
は
風
倒
木
の
処
理
な

ど
利
尻
山
の
登
山
道
整
備
を
は
じ
め
、
植
生
調
査
や
ト

イ
レ
ブ
ー
ス
の
維
持
管
理
な
ど
多
様
な
業
務
を
担
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
も
っ
と
も
困
難
を
極
め
て
い
る
の

が
頂
上
直
下
に
あ
る
通
称
「
3
メ
ー
ト
ル
ス
リ
ッ
ト
」

部
分
の
整
備
だ
。
山
頂
は
火
山
礫
で
あ
る
ス
コ
リ
ア
層

が
露
出
し
、
登
山
道
は
人
々
の
踏
圧
と
流
水
で
道
が
V

字
型
に
深
く
え
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
。

利尻山を守るとは？
挑戦と葛藤の日々
登山道整備をめぐるインタビュー

自
然
と
と
も
に

歩
む
人
々

自
然
が
自
ら
回
復
す
る
力
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い

風倒木の処理。大木をチェーンソーでカットし道の
脇へと移動させる。今年はシーズン雇用で2名の
スタッフが本州からやってきた。

頂上直下にある 3メートルスリットの整備。コル
ゲート管に火山礫であるスコリアをつめて土壌を
固め、植物が根を張りやすい環境をつくる。

　

対
策
に
乗
り
出
し
た
の
は
約
20
年
前
の
こ
と
。
調

査
検
討
が
行
わ
れ
、
2
0
0
6
年
に
岡
田
さ
ん
が
環
境

省
の
利
尻
地
区
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
以

降
、
本
格
的
な
整
備
が
始
ま
っ
た
。

　
「
着
任
し
た
年
、ト
イ
レ
清
掃
の
た
め
に
島
の
人
た
ち

と
山
に
登
り
ま
し
た
。そ
の
前
日
に
60
ミ
リ
の
雨
が
降
っ

て
、登
山
道
は
流
水
に
よ
っ
て
50
セ
ン
チ
の
溝
が
で
き

て
い
た
。
そ
こ
で
溝
が
こ
れ
以
上
深
く
な
ら
な
い
よ
う

に
と
、
土
嚢
で
流
水
を
止
め
る
堰
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、

そ
の
３
日
後
に
ま
た
大
雨
が
降
っ
て
。
そ
の
堰
に
よ
っ

て
道
の
脇
の
植
物
に
土
が
流
入
し
て
し
ま
っ
た
。
よ
か

れ
と
思
っ
た
行
為
が
植
生
を
崩
す
こ
と
に
な
っ
た
。
生

半
可
な
こ
と
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
」。

　

こ
の
エ
ポ
ッ
ク
に
よ
っ
て
大
雪
山
で
も
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
た
近
自
然
工
法
に
注
目
。
登
山
道
が
水
路
と

な
っ
て
侵
食
が
進
む
現
象
は
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。

対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
道
の
脇
へ
と
排
水
を
促
す
こ
と
。

土
壌
環
境
を
安
定
さ
せ
る
技
術
を
学
ん
だ
。

　
「
石
や
木
を
使
っ
て
自
然
に
似
せ
た
景
観
を
つ
く
る

の
が
、
こ
の
工
法
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
自
然
が
自
身
の
力
で
回
復
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
が
こ
の
工
法
の
特
徴
で
す
」。

　

ス
コ
リ
ア
層
の
大
規
模
な
侵
食
へ
の
対
策
は
前
例

が
な
か
っ
た
。
手
探
り
の
中
、
樹
脂
製
の
筒
で
土
壌
を

固
め
て
み
た
が
強
度
的
に
課
題
が
残
っ
た
。
岡
田
さ
ん

は
あ
る
と
き
海
岸
で
、
水
道
工
事
な
ど
に
使
わ
れ
る
巨

大
な
パ
イ
プ
、
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
が
漂
着
し
て
い
た
の
を

発
見
。「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
す
ぐ
に
山
頂
に
運
ん
で

実
験
し
た
と
い
う
。

　
「
ス
コ
リ
ア
層
は
炊
く
前
の
お
米
の
よ
う
に
バ
ラ
バ

ラ
で
、
触
れ
る
だ
け
で
崩
れ
て
し
ま
う
の
で
、
ス
コ

リ
ア
を
管
に
入
れ
て
拘
束
さ
せ
崩
れ
を
防
い
で
い
る

の
で
す
」。

　

3
メ
ー
ト
ル
ス
リ
ッ
ト
の
全
長
は
20
メ
ー
ト
ル
弱
。

長
さ
約
1
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
11
キ
ロ
の
コ
ル
ゲ
ー
ト

管
を
山
頂
ま
で
担
ぎ
上
げ
作
業
が
行
わ
れ
る
。
作
業

期
間
は
山
頂
の
雪
が
解
け
て
い
る
4
か
月
の
間
。
い

ま
5
年
が
経
過
し
、
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
設
置
完
了
ま
で

あ
と
一
息
の
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
。

　
「
山
肌
に
置
か
れ
た
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
は
、
施
工
直

後
は
異
質
な
感
じ
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
や
っ

て
崩
れ
を
止
め
る
と
植
物
が
芽
を
出
し
、
生
長
と
と

も
に
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
を
覆
い
隠
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。
や
が
て
自
然
が
自
分
の
力
で
地
面
の
崩
れ
を
抑

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
20
年
後
く
ら
い
に
、
こ
こ

は
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
」。

　

登
山
者
か
ら
は
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
ら

れ
る
一
方
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
か
？　

荷
物

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ん
で
い
る
ん
で
す
か
？
」
と

聞
か
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　
「
も
し
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
荷
物
を
運
べ
た
ら
工
法

の
選
択
肢
が
広
が
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
人
材
を
継
続

的
に
雇
用
で
き
る
経
済
的
基
盤
が
あ
っ
た
ら
技
術
継

承
も
で
き
る
は
ず
。
整
備
に
理
解
を
広
げ
る
活
動
に

も
も
っ
と
力
も
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

　

ベ
ス
ト
な
環
境
を
求
め
れ
ば
き
り
が
な
い
が
、
で

き
る
限
り
の
こ
と
を
し
よ
う
と
岡
田
さ
ん
は
重
い
荷

物
を
担
い
で
今
日
も
山
頂
へ
と
向
か
う
。

　
「
20
歳
か
ら
山
に
登
り
始
め
ま
し
た
。
山
が
好
き

な
の
で
そ
の
環
境
を
守
り
た
い
。
楽
し
ま
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
山
に
恩
返
し
が
し
た
い
ん
で
す
」。

　

山
に
登
り
始
め
た
日
か
ら
気
持
ち
は
ブ
レ
な
い
。

困
難
が
あ
っ
て
も
道
な
き
道
を
歩
む
覚
悟
が
あ
る
。

18

INTERVIEW 01

岡田伸也　Shinya Okada
1975年神奈川県生まれ。23歳のときに
尾瀬で自然ガイドを始める。2006年から
5年間アクティブレンジャーとして登山道
整備に関わる。2012年、登山整備会社
トレイルワークスを設立、代表を務める。

利尻
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登
山
道
を
い
か
に
保
全
す
る
の
か
。
利
尻
町
、
利

尻
富
士
町
、
環
境
省
、
宗
谷
総
合
振
興
局
、
山
岳
会

な
ど
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
2
0
0
5
年
に
利

尻
山
登
山
道
等
維
持
管
理
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ

た
。
こ
の
協
議
会
の
事
務
局
長
を
務
め
る
の
が
利
尻

富
士
町
産
業
振
興
課
の
関 

光
徳
さ
ん
だ
。

　
「
山
の
ト
イ
レ
問
題
や
崩
落
な
ど
課
題
が
多
く
、
そ

れ
が
協
議
会
設
立
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」。

　

登
山
道
荒
廃
と
同
時
に
も
う
一
つ
の
課
題
が
山
の
ト

イ
レ
問
題
。
1
9
9
0
年
代
半
ば
に
な
る
と
、
避
難
小

屋
の
周
辺
な
ど
特
定
の
エ
リ
ア
に
排
泄
物
や
多
量
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
対
策
と
し
て
2
0
0
0
年
に
利
尻
町
と
利
尻
富

士
町
は
携
帯
ト
イ
レ
の
無
料
配
布
を
始
め
、
翌
年
に
は

携
帯
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
設
置
。
そ
の
後
、
有
料
化
し
た

が
定
着
率
は
高
く
、
携
帯
ト
イ
レ
の
先
進
事
例
と
し
て

全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ほ
か
に
も
、
ス
コ
リ
ア
の
崩
れ
を
抑
制
す
る
た
め

に
「
ス
ト
ッ
ク
に
キ
ャ
ッ
プ
を
つ
け
る
」、
植
生
を
守

る
た
め
に「
植
物
の
上
に
座
ら
な
い
、踏
み
込
ま
な
い
」

こ
と
を
注
意
喚
起
す
る
「
利
尻
ル
ー
ル
」
を
協
議
会

で
策
定
。
登
山
者
や
旅
行
・
宿
泊
業
者
な
ど
に
周
知

を
呼
び
か
け
た
。
さ
ら
に
は

「
困
っ
た
こ
と
を
取
り
除
く
」
に

か
け
て
「
コ
マ
ド
リ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
2
0
1
4
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
応
援
ピ
ン
バ
ッ
ジ
や

て
ぬ
ぐ
い
を
販
売
し
、
そ
の
収

益
を
山
岳
保
全
に
活
用
す
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
協
議
会
は
整
備
を
す
る
側
と
登
山
道
の
利
用
者
側

の
意
見
を
知
る
情
報
交
換
の
機
会
で
す
。
関
係
者
の
思

い
を
一
つ
に
で
き
る
場
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

登
山
者
が
整
備
に
関
心
を
向
け
る
た
め
に

　

協
議
会
の
事
務
局
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
熊
谷
洋
人

さ
ん
も
登
山
者
の
マ
ナ
ー
向
上
活
動
の
た
め
に
力
を
尽

く
し
て
い
る
。
5
年
前
か
ら
自
然
公
園
指
導
員
と
し
て

山
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
救
助
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　
「
時
折
見
ら
れ
る
の
が
、
登
山
者
が
植
生
に
踏
み
込

む
場
面
で
す
ね
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
に
ゴ
ム
キ
ャ
ッ

プ
を
つ
け
る
の
を
ル
ー
ル
化
し
て
い
る
の
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
の
で
、理
解
を
得
る
の
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す
ね
」。

　

こ
の
ほ
か
、
頂
上
付
近
の
登
山
道
の
補
修
に
協
力

を
呼
び
か
け
る
活
動
を
2
年
前
に
協
議
会
で
始
め
た

と
い
う
。
崩
れ
落
ち
た
ス
コ
リ
ア
を
詰
め
た
土
嚢
を

10
分
ほ
ど
登
っ
た
資
材
置
き
場
ま
で
運
搬
す
る
作
業

を
登
山
者
も
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
予
想
以
上
の
反
響
で
理
解
の
深
ま
り
を
感
じ
ま
す
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
る
と
『
整
備
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
、
登
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
』
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」。

　

登
山
道
の
保
全
に
登
山
者
自
身
が
関
心
を
寄
せ
る
こ

と
は
何
よ
り
重
要
。
熊
谷
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

利
尻
山
の
麓
に
あ
る
ポ
ン
山
の
整
備
を
10
年
以
上
続
け

て
い
る
。
早
朝
、
仕
事
前
に
山
に
登
り
、
ゴ
ミ
を
拾
っ

た
り
、
伸
び
た
枝
を
除
け
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
自
然
に
包
ま
れ
て

と
て
も
気
持
ち
が
い
い
。
僕
に
と
っ
て
山
は
家
や
親

と
い
う
感
覚
。だ
か
ら
放
っ
て
お
け
な
い
ん
で
す
よ
」。

　
「
若
い
頃
は
都
会
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、仕
事
で
先
輩
に
恵
ま
れ
て
、山
も
よ
か
っ
た
か
ら
、

ず
っ
と
住
む
こ
と
に
し
た
ん
だ
よ
」。

　

黒
川
健
一
さ
ん
は
礼
文
出
身
。
通
信
設
備
の
企
業

に
就
職
し
利
尻
に
配
属
さ
れ
、
そ
の
後
32
年
前
に
島

初
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
開
い
た
。
仕
事
の
傍
ら
趣
味
で

登
山
も
楽
し
む
中
で
、
1
9
9
6
年
に
仲
間
20
名
と

利
尻
愛
山
会
を
結
成
し
た
。
き
っ
か
け
は
山
岳
ガ
イ

ド
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
る
次
田
経
雄
さ
ん
か

ら
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
を
山
頂
か
ら
実
施
し

た
い
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
。
会
の
仲
間

と
ル
ー
ト
の
下
調
べ
や
安
全
対
策
を
検
討
し
た
。

　

加
え
て
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
守
っ
て
い
こ
う
と
、

林
野
庁
な
ど
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
登
山
道
に
あ
る

支
障
木
の
除
去
や
サ
サ
刈
り
を
実
施
。
ま
た
リ
シ
リ

ヒ
ナ
ゲ
シ
の
保
護
や
山
岳
救
助
活
動
に
も
加
わ
っ
た
。

　

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
頃
は
、
利
尻
山
に

多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
た
時
期
。
深
田
久
弥
の

著
書『
日
本
百
名
山
』が
、
1
9
9
0
年
代
に
N
H
K

の
自
然
紀
行
番
組
と
し
て
放
映
さ
れ
登
山
ブ
ー
ム
と

な
っ
て
い
た
。

　
「
2
、30
人
で
ツ
ア
ー
客
が
来
て
9
合
目
か
ら
山
頂
ま

で
人
が
数
珠
繋
ぎ
に
な
っ
て
、山
頂
か
ら
誰
か
が
降
り

な
い
と
次
の
人
が
登
れ
な
い
状
態
が
発
生
し
た
り
も

し
て
い
ま
し
た
」。

　

頂
上
直
下
の
登
山
道
が
次
第
に
崩
れ
、
迂
回
路
が

つ
く
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
登
山
道

の
侵
食
が
進
む
様
子
も
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。

何
か
打
つ
手
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
黒
川
さ
ん
は
仲

間
と
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
屋
久
島
を
訪
ね
、

そ
の
対
策
を
視
察
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
ク
テ
ィ

ブ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
岡
田
さ
ん
が
開
い
た
近
自
然
工
法

の
勉
強
会
に
も
参
加
し
た
と
い
う
。

　
「
ス
コ
リ
ア
の
侵
食
が
登
山
道
の
整
備
の
中
で
も
一
番

難
し
い
部
分
。だ
か
ら
手
付
か
ず
の
ま
ま
時
間
が
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
岡
田
さ
ん
た
ち
の
対

策
の
お
か
げ
で
本
当
に
登
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
地

獄
か
ら
天
国
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
」。

　

ピ
ー
ク
時
に
比
べ
、
登
山
者
は
年
間
8
0
0
0
人

ほ
ど
と
現
在
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
る
。
山
の
荒

廃
を
考
え
る
と
好
ま
し
い
が
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営

し
、
観
光
振
興
に
も
関
わ
っ
て
き
た
黒
川
さ
ん
は
、

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

　
「
満
室
が
経
営
的
に
は
い
い
け
れ
ど
、お
客
さ
ん
に

目
が
い
か
な
く
な
る
し
満
足
度
も
下
が
る
。
ツ
ア
ー

よ
り
も
個
人
旅
行
が
増
え
、
旅
の
ス
タ
イ
ル
も
変
化

し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
遠
く
か
ら
来
て
い
る
ん
だ

か
ら
、の
ん
び
り
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
ね
」。

　

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
レ
ス
ト
ル
ー
ム
に
は
大
き
な
窓
が
広

が
っ
て
い
る
。こ
こ
か
ら
30
年
以
上
、毎
朝
欠
か
さ
ず

利
尻
山
を
見
つ
め
て
き
た
。
取
材
の
日
、山
頂
は
雲
に

隠
れ
て
い
た
が
、
窓
を
見
上
げ「
毎
日
、眺
め
て
い
て

も
飽
き
な
い
ね
」
と
語
り
、黒
川
さ
ん
は
目
を
細
め
た
。

関
係
者
の
思
い
を
一
つ
に
す
る

場
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す

僕
に
と
っ
て
山
は

家
や
親
と
い
う
感
覚

毎
日
、
眺
め
て
い
て
も

飽
き
な
い
ね

登山者で賑わっていた利尻山頂上付近の様
子。足場の悪いスコリアの登山道を歩き、
多くの人々が山頂を目指した。

コマドリプロジェクト応援バッジと手ぬぐい。
コマドリは利尻町、利尻富士町の町の鳥に
も指定されている。観光案内所や町の施設
で販売されている。

利
尻
ル
ー
ル
を
広
め
た
い

登
山
者
に
満
足
し
て
帰
っ
て
も
ら
い
た
い

関 光徳　Mitsunori Seki
1971年北海道利尻島生まれ。18歳から
役場に入職。現在は産業振興課課長。
利尻山登山道等維持管理連絡協議会
の事務局長を6年務めている。山に関わ
ると同時に水産業の振興も担当。調査
のために海に潜ることもある。

熊谷 洋人  Hiroto Kumagai
1961年北海道利尻島生まれ。役場を
退職後に再雇用で産業振興課商工観
光係専門員となる。自然ガイドや環境
省の自然公園指導員としても活動。ラ
イフワークは標高444メートルのポン山
の整備と山の景色や草花の撮影。

黒川 健一  Kenichi Kurokawa
1948年北海道礼文町生まれ。高校卒業後、
通信設備会社に就職し利尻島に配属さ
れる。1992年にペンション群林風（グリーン
ウィンド）をオープン。仕事の傍ら1996年
に利尻愛山会を設立し代表を務める。

 ＿＿＿写真左

 ＿＿＿写真右
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心
の
中
ま
で

全
部
見
抜
か
れ
て
い
る
よ
う
な

神
様
み
た
い
な
存
在

渡辺敏哉  Toshiya Watanabe
1969年北海道利尻島生まれ。18歳で
湘南（神奈川県）に移住しサーフィンを
本格的に始める。2003年に利尻に戻
り、その後ペンション「レラモシリ」
オーナーとなる。利尻島と礼文島を
専門にガイドする山岳ガイドとして、
トレッキングやバックカントリースキー、
シーカヤックなどのツアーを企画。

利尻の魅力をいかに伝えるか。「文章よりも写真、写真よりも動画がいいと思って」。ドローンがまだ
浸透していない 20年前から、いち早く導入し、ダイナミックな景色を撮り続けてきた。

　

こ
こ
ま
で
登
山
道
の
整
備
を
実
際
に
手
掛
け
る
人

や
推
進
す
る
行
政
の
立
場
の
話
を
聞
い
た
。
対
し
て

整
備
の
あ
り
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
意
見
も
あ
る
。

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
一
帯
の
ガ
イ
ド
を
行
い
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
も
行
う
渡
辺
敏
哉
さ
ん
は
、
利

尻
山
登
山
道
等
維
持
管
理
連
絡
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
り
、
も
っ
と
も
侵
食
が
進
ん
で
い
る

通
称
「
3
メ
ー
ト
ル
ス
リ
ッ
ト
」
を
コ
ル
ゲ
ー
ト
管

に
よ
っ
て
嵩
上
げ
す
る
工
法
に
つ
い
て
異
議
を
唱

え
て
い
る
。

　
「
こ
の
20
年
、シ
ー
ズ
ン
中
は
週
４
、5
回
ガ
イ
ド

で
利
尻
山
に
登
っ
て
い
ま
す
。
侵
食
部
分
の
工
事
の

状
況
を
見
て
整
備
を
歓
迎
す
る
声
が
あ
る
と
同
時
に
、

人
工
物
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
状
況
に『
美
し
い
利
尻

山
が
台
無
し
』と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
」。

　

侵
食
や
崩
落
は
地
質
の
特
徴
。
崩
れ
や
す
い
か

ら
こ
そ
特
徴
的
な
山
の
フ
ォ
ル
ム
が
つ
く
ら
れ
て

い
る
と
渡
辺
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　
「
自
然
に
は
極
力
何
か
を
プ
ラ
ス
し
て
は
い
け
な
い

と
つ
ね
づ
ね
思
っ
て
い
ま
す
。
植
生
回
復
を
行
う
必

要
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
自
然
に
還
る
素
材
を
使
っ
て

ほ
し
い
。
将
来
的
に
侵
食
が
進
ん
で
コ
ル
ゲ
ー
ト
管

が
露
出
し
、
そ
れ
が
沢
に
崩
れ
落
ち
る
可
能
性
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
未
来
の
島
民
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
っ
た
ら
と
心
配
し
て
い
ま
す
」。

　

渡
辺
さ
ん
は
侵
食
の
進
ん
だ
現
在
の
登
山
道
を
使

い
続
け
る
よ
り
も
、
斜
度
を
緩
や
か
に
し
た
ジ
グ
ザ

グ
の
迂
回
路
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
な
ど
、
経
験
を
生

か
し
た
提
案
も
行
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

あ
る
が
ま
ま
の
自
然
を
受
け
入
れ
た
い
。
利
尻
の

魅
力
は
人
智
を
超
え
た
圧
倒
的
な
存
在
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
芽
生
え
た
の
は
中
学
1
年
生
の
と
き
。
生

ま
れ
も
育
ち
も
利
尻
だ
っ
た
渡
辺
さ
ん
は
、
こ
の
年

初
め
て
遠
足
で
礼
文
島
を
訪
れ
た
と
い
う
。

　
「
桃
岩
か
ら
知
床
ま
で
歩
く
途
中
、
元
地
灯
台
の
手
前

く
ら
い
か
ら
西
陽
を
浴
び
て
光
っ
て
い
る
利
尻
山
が

パ
ー
ッ
と
見
え
て
。『
俺
は
な
ん
て
か
っ
こ
い
い
島
に
住

ん
で
い
る
ん
だ
！
』っ
て
鳥
肌
が
立
っ
た
ん
で
す
よ
」。

　

40
年
前
の
記
憶
は
色
褪
せ
な
い
。こ
の
感
動
を
人
々

と
共
有
し
た
い
と
20
年
前
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

動
画
を
制
作
し
て
き
た
。

　
「
あ
の
時
間
に
あ
の
場
所
に
行
っ
た
ら
絶
景
が
見
ら

れ
る
」、
そ
ん
な
風
景
の
ア
ー
カ
イ
ブ
が
記
憶
の
中
に

無
数
に
あ
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
が
切
り
取
ら

れ
た
動
画
に
は
人
工
物
は
存
在
し
な
い
。

　

こ
う
し
た
映
像
で
の
発
信
と
と
も
に
、
日
々
ガ
イ

ド
と
し
て
山
を
歩
き
、
人
々
と
自
然
の
美
を
分
か
ち

合
っ
て
き
た
。

　
「
冬
の
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
は
半
分
が
海
外

か
ら
の
旅
行
者
で
す
。
地
球
の
パ
ー
ツ
の
中
で
も
っ

と
も
大
事
な
海
も
山
も
川
も
見
え
る
。
利
尻
山
は
唯

一
無
二
の
存
在
。み
ん
な『
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
！
』と
言
っ

て
く
れ
ま
す
よ
」。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
中
、
利
尻
の
魅
力
を
目
を

輝
か
せ
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
た
が
、
登
山
道
の
整

備
に
話
題
が
及
ぶ
と
、
ま
る
で
自
分
の
体
が
傷
つ

い
た
か
の
よ
う
な
沈
ん
だ
表
情
へ
と
変
わ
っ
た
。

思
わ
ず
渡
辺
さ
ん
に
と
っ
て
利
尻
山
と
は
何
で
す

か
？
と
質
問
を
す
る
と
「
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
心

の
中
ま
で
全
部
見
抜
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
神
様

み
た
い
な
存
在
。
こ
の
山
で
僕
は
大
き
く
な
っ
た
」

と
答
え
て
く
れ
た
。

議
論
の
先
に
あ
る
未
来
像
は
？

　

取
材
を
続
け
る
中
で
、
登
山
道
の
整
備
と
一
口
に

い
っ
て
も
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　
「
登
山
者
一
人
が
登
り
や
す
け
れ
ば
い
い
と
い
う
場

合
と
、
数
万
人
が
登
る
場
合
で
整
備
の
方
法
は
変
わ

る
」
と
熊
谷
さ
ん
は
語
る
。
ま
た
、岡
田
さ
ん
は
「
安

全
の
た
め
に
歩
き
や
す
く
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
侵

食
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
踏
圧
を
軽
減
す
る
た
め
の

対
策
と
し
て
講
じ
て
い
る
」
の
だ
と
い
う
。
対
し
て

「
北
海
道
の
山
は
登
山
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
場

所
も
多
い
。
そ
う
い
う
ル
ー
ト
を
う
ま
く
導
く
の
が

ガ
イ
ド
の
役
目
」
と
渡
辺
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　

協
議
会
発
足
か
ら
約
20
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
異
な
る

価
値
基
準
に
接
点
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。
そ
の
根

底
に
は
自
然
に
手
を
入
れ
る
こ
と
は
、
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
か
崩
す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
か
と
い
う

大
き
な
問
い
か
け
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

　

し
か
し
共
通
の
意
識
も
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
に
独
自
の

視
点
を
生
か
し
た
山
の
写
真
や
動
画
を
発
信
し
、「
利

尻
山
に
関
心
を
持
つ
人
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ
て
い
る
。

　

視
点
は
違
っ
て
い
て
も
、「
一
度
登
っ
て
し
ま
っ
た

ら
終
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
2
度
、3
度
と

訪
ね
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
は
一
つ
だ
。
フ
ァ
ン

が
増
え
る
こ
と
は
、
登
山
道
の
現
状
に
多
く
の
人
が

関
心
を
向
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
う
し
た
中
か
ら
整
備
の
議
論
が
さ
ら
な
る
深
ま

り
を
見
せ
、
共
通
の
未
来
像
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

唯
一
無
二
の
圧
倒
的
な
存
在

撮影＝渡辺敏哉
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4
月
初
旬
、
ま
だ
雪
の
残
る
傾
斜
地
で
雪
割
り
を

す
る
人
物
が
い
た
。

　

 「
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
生
え
て
く
る
前
に
サ

サ
を
刈
っ
て
お
き
た
い
ん
で
す
」。

　

雪
を
解
か
す
と
い
ち
早
く
伸
び
て
く
る
サ
サ
を
抑

え
る
こ
と
で
、
花
の
生
育
環
境
を
整
え
て
い
る
の
は

竹
田
秀
明
さ
ん
。
礼
文
出
身
で
大
学
卒
業
後
、
礼
文

町
役
場
に
入
職
。礼
文
町
教
育
員
会
に
出
向
と
な
り
、

文
化
財
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ

ソ
ウ
を
見
守
っ
て
き
た
。
退
職
後
の
現
在
も
、
フ
ラ

ワ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
こ
の
花
を
育
む
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

花
と
の
関
わ
り
は
50
年
。
そ
の
年
月
は
利
尻
礼
文

サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
指
定
の
歴
史
と
ち
ょ
う
ど
重
な

る
。

　

入
職
当
時
、
竹
田
さ
ん
は
花
の
希
少
価
値
に
気
づ

い
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
取
材
の
と
き
に
見
せ
て

く
れ
た
資
料
の
中
に
、
幼
少
時
代（
昭
和
20
年
代
）

の
記
憶
を
島
民
か
ら
聞
き
取
り
調
査
し
た
冊
子
が

あ
っ
た
。
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
あ
ち
こ
ち
に
レ

ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
生
え
て
い
て
、「
お
多
福
草
」

や
「
フ
ク
ベ
」
と
呼
ば
れ
、
花
を
摘
ん
で
遊
ん
だ
記

憶
も
。
島
民
に
と
っ
て
は
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に
何
気

な
く
咲
い
て
い
た
花
と
竹
田
さ
ん
。
そ
ん
な
意
識
に

変
化
が
あ
っ
た
の
は
、
北
海
道
の
植
物
を
研
究
し
て

い
た
谷
口
弘
一
さ
ん（
当
時
、
北
海
道
教
育
大
学
教

授
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を

調
査
し
、保
護
の
必
要
性
を
訴
え
た
頃
か
ら
と
い
う
。

加
え
て
1
9
8
0
年
に
大
規
模
な
盗
掘
事
件
が
あ
っ

た
こ
と
も
契
機
と
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
「
群
生
地
が
穴
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は

大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
」。

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
ん
だ
よ
ね

レブンアツモリソウの群生地には木道がつくられ
木柵によって守られている。

竹田秀明　Hideaki Takeda
1949年北海道礼文町生まれ。1974年礼文町役場に入職。
2010年退職し、同年礼文町社会福祉協議会事務局長とな
る。2018年から礼文町のフラワーレンジャー業務を受託。

　

礼
文
島
だ
け
に
自
生
す
る
ラ
ン
の
一
種
「
レ
ブ
ン

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
」
を
保
護
増
殖
す
る
た
め
の
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
花
は
盗
掘
や
環
境
変
化
に

よ
っ
て
一
時
は
数
を
大
き
く
減
ら
し
、
そ
の
希
少
性

か
ら
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト 

2
0
2
0 

で
絶
滅
危
惧 

I
B 

類
に
分
類
さ
れ
、
種
の
保
存
法
に
基
づ
き
特
定

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
前
身
は
、
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
特

定
区
域
内
に
お
い
て
許
可
な
し
で
採
取
で
き
な
い
高

山
植
物
に
指
定
さ
れ
た
1
9
8
0
年
か
ら
始
ま
り
、

町
を
中
心
に
保
護
活
動
が
続
け
ら
れ
、1
9
9
6
年

に
は
環
境
庁（
当
時
）と
林
野
庁
に
よ
っ
て
保
護
増
殖

事
業
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
事
業
に
多
角
的
に
携
わ
る
人
々

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
保
護
の
取
り
組
み
の
歴
史

と
島
の
暮
ら
し
と
の
関
わ
り
を
た
ど
っ
て
い
こ
う
。

花
を
見
る
人
々
の
意
識
が
変
化
し
た
50
年

　

根
本
か
ら
す
っ
ぽ
り
と
株
が
抜
か
れ
て
お
り
、
当

時
の
新
聞
に
は「
札
幌
方
面
で
1
本
1
万
円
の
高
値
」

と
の
見
出
し
も
。
町
は
有
刺
鉄
線
の
保
護
柵
や
監
視

小
屋
を
設
置
。
し
か
し
盗
掘
は
続
き
、
1
9
8
8
年

か
ら
開
花
時
期
に
夜
間
も
監
視
を
行
う
よ
う
に
な

り
、竹
田
さ
ん
も
何
度
も
寝
ず
の
番
を
し
た
と
い
う
。

　

盗
掘
は
負
の
歴
史
だ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
っ
て
島
民
に
も
貴
重
な
花
と
い
う
認
識
が
高

ま
っ
て
い
っ
た
。
環
境
保
護
に
関
心
を
寄
せ
る
人
々

が
増
え
、
徐
々
に
盗
掘
数
も
減
っ
て
い
っ
た
。
や
が

て
有
刺
鉄
線
は
木
柵
へ
と
変
え
ら
れ
た
。

　

竹
田
さ
ん
は
役
場
を
退
職
後
も
こ
の
花
と
関
わ

り
、
群
生
地
の
雪
割
り
や
サ
サ
刈
り
を
行
い
、
観
光

客
に
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
魅
力
を
紹
介
し
、
保

護
の
た
め
の
募
金
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
「
観
光
で
い
ら
し
た
方
の
中
に
は
、
10
年
前
に
来

た
と
き
は
花
が
咲
い
て
な
く
て
、
今
回
よ
う
や
く
見

ら
れ
て
感
激
し
ま
し
た
っ
て
言
っ
て
く
れ
る
人
も
。

こ
ん
な
話
を
聞
く
と
、
中
途
半
端
な
こ
と
を
し
て
い

て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ

ウ
は
、
あ
る
歌
の
歌
詞
の
よ
う
に『
世
界
に
ひ
と
つ

だ
け
の
花
』、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
ん
だ
よ
ね
」。

　

全
国
各
地
か
ら
花
を
一
目
見
た
い
と
訪
れ
る
人
々

の
た
め
に
、
な
ん
と
か
開
花
時
期
が
長
く
続
い
て
ほ

し
い
と
竹
田
さ
ん
は
願
っ
て
い
る
。

　
「
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
一
言
で
表
す
と
し
た

ら
？
」
と
最
後
に
投
げ
か
け
る
と
、
何
度
も
首
を
か

し
げ
な
が
ら
言
葉
を
探
し
、
最
後
に
人
々
と
島
と
の

結
び
つ
き
を
生
む「
結
」か
な
あ
と
つ
ぶ
や
い
た
。

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
紡
ぐ
島
の
絆

保
護
増
殖
事
業
を
め
ぐ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

INTERVIEW 02 礼文
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人
と
島
の
結
び
つ
き
を
生
む
の
が
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ

リ
ソ
ウ
。
そ
ん
な
竹
田
さ
ん
の
言
葉
と
通
じ
合
う
、

結
び
つ
き
を
表
し
た
「
礼
文
町
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
あ
る
。
現
在
、
礼
文
島
観
光
協
会
の
事
務
局

長
を
務
め
る
川
村 

長
さ
ん
が
、13
年
前
に
推
進
し
た
。

　
「『
と
か
ち
イ
エ
ロ
ー
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
＊
）

を
参
考
に
し
て
、
環
境
と
観
光
と
い
う
一
見
相
反
す

る
テ
ー
マ
を
リ
ボ
ン
と
い
う
可
視
化
で
き
る
も
の
で

結
び
つ
け
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」。

　

礼
文
島
の
高
山
植
物
を
か
た
ど
っ
た
バ
ッ
ジ
を
毎
年

制
作
。
2
0
1
1
年
、レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
「
ア
ツ
モ
リ
リ
ボ
ン
」
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
た
背
景
に
は
、

こ
の
時
期
に
策
定
さ
れ
た
礼
文
町
生
物
多
様
性
地
域

戦
略
「
礼
文
島
い
き
も
の
つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
あ
っ
た
。
島
の
風
景
や
豊
か
な
食
べ
物
は
す
べ
て

生
物
多
様
性
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
も
の
。
そ
の
つ
な

が
り
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
が
つ
く
ら
れ
、
そ
の
一
つ
が
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
っ
た
。
役
場
の
中
で
は
バ
ッ
ジ
販
売
と
い
う
新

し
い
取
り
組
み
に
難
色
を
示
す
意
見
も
あ
っ
た
が
、

予
想
を
上
回
る
販
売
数
を
記
録
し
、
息
の
長
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
な
っ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
「
経
済
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
で
環
境
を
崩
す
の
で
は

な
く
、
環
境
を
守
る
こ
と
で
経
済
も
守
る
と
い
う
仕

組
み
を
考
え
ま
し
た
。
バ
ッ
ジ
販
売
の
収
益
金
を
環

境
活
動
団
体
の
補
助
金
に
も
充
て
て
い
ま
す
」。

　

川
村
さ
ん
が
保
護
対
策
協
議
会
に
参
加
し
て
い
た

頃
は
、
自
然
保
護
か
活
用
か
は
、つ
ね
に
議
論
の
的

と
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の

生
息
域
が
減
少
し
保
護
の
意
識
が
強
ま
り
、
N
P
O

と
話
し
合
い
の
中
か
ら
、「
見
せ
て
守
る
」と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
浮
か
び
上
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
観
光
か
ら
環
境
保
護
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
以
外

の
立
入
禁
止
区
域
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

整
備
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
で
す
。
人
の
手
を
全

く
入
れ
な
い
こ
と
が
環
境
保
護
だ
と
す
る
考
え
も
あ

り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
荒
廃
を
招
く
こ
と
も
。

た
く
さ
ん
の
人
に
美
し
い
風
景
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
環
境
整
備
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」。

　

こ
の
ほ
か
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
環
境
保
護
へ
の

寄
付
を
呼
び
か
け
た
り
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
交

流
人
口
を
増
や
し
た
り
と
多
彩
な
取
り
組
み
を
行
う
。

　

 「
礼
文
島
民
の
フ
ェ
リ
ー
の
利
用
率
は
10
パ
ー
セ

ン
ト
ほ
ど
。
観
光
や
漁
業
物
運
搬
の
利
用
が
あ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
観
光
産
業
に
よ
っ
て

経
済
が
支
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
島
民
の
福
祉
の
維

持
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　

川
村
さ
ん
は
い
ま
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
併
設

さ
れ
て
い
る
観
光
案
内
所
の
オ
フ
ィ
ス
で
仕
事
を
し

て
い
る
。
礼
文
の
玄
関
口
で
人
々
を
迎
え
入
れ
る
そ

の
眼
差
し
は
、
環
境
保
護
、
経
済
活
性
、
島
民
の
福

祉
と
い
う
包
括
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
て
い
る
。

＊
十
勝
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
と
連
携
し
、
ル
ー
ト
内
の
遊
休
地
や
施
設
の

敷
地
に
ひ
ま
わ
り
を
植
え
景
観
創
出
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　
「
雪
解
け
が
早
い
と
生
育
に
影
響
が
出
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
ね
」。

　

礼
文
町
高
山
植
物
培
養
セ
ン
タ
ー
で
、
苗
の
様
子

を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
の
は
村
山
誠
治
さ
ん
だ
。

以
前
で
あ
れ
ば
4
月
に
入
っ
て
も
地
面
は
雪
に
覆
わ

れ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
今
年
は
す
で
に
黒
い
土
が
現

れ
芽
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
現
れ
て
い
た
。

　

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
は
、
一
時
は
そ
の
数
を
大

き
く
減
ら
し
た
も
の
の
、
現
在
新
し
い
群
生
地
が
見

つ
か
る
な
ど
一
定
の
数
が
確
認
で
き
て
い
る
。
し
か

し
温
暖
化
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が
早
ま
っ
て
お
り
、

決
し
て
楽
観
的
な
状
況
で
は
な
い
と
村
山
さ
ん
は
考

え
て
い
る
。

　

種
を
未
来
に
確
実
に
残
す
対
策
と
し
て
、
40
年
ほ

ど
前
か
ら
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
人
工
培
養
す
る

研
究
が
始
ま
り
、
1
9
8
6
年
に
こ
の
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
た
。
大
学
時
代
か
ら
植
物
の
研
究
を
行
っ

て
き
た
村
山
さ
ん
は
、
2
0
1
2
年
に
札
幌
か
ら
礼

文
島
に
移
住
し
、
培
養
研
究
を
引
き
継
い
だ
。

　
「
ラ
ン
科
の
植
物
は
発
芽
に
必
要
な
栄
養
を
持
た
な

い
た
め
地
中
に
あ
る
共
生
菌
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

以
前
は
無
菌
培
養
が
主
流
で
し
た
。
そ
の
後
、
自
然

界
の
法
則
に
近
い
培
養
の
研
究
が
進
み
共
生
菌
培
養

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
驚
く
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
。

シ
ャ
ー
レ
に
種
を
落
と
し
共
生
菌
と
接
触
さ
せ
て
発

芽
を
促
し
、
そ
の
芽
を
ポ
ッ
ト
に
植
え
る
。
こ
こ
ま

で
2
年
以
上
か
か
る
。
そ
の
後
、
畑
に
植
え
直
し
て

か
ら
開
花
ま
で
5
〜
6
年
。
成
長
速
度
は
非
常
に
遅

い
が
、
20
年
以
上
も
生
き
続
け
る
と
い
う
。

　
「
セ
ン
タ
ー
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
今
年
で
12
年
。

培
養
し
た
株
の
う
ち
半
分
く
ら
い
は
失
敗
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
培
養
室
か
ら
外
に
出
す
段
階
で
枯
れ
て

し
ま
う
も
の
が
多
く
て
。
最
初
に
畑
に
移
し
て
う
ま

く
成
長
し
て
く
れ
た
も
の
が
、
い
ま
よ
う
や
く
花
を

咲
か
せ
始
め
ま
し
た
ね
」。

　

試
行
錯
誤
を
経
て
ほ
ぼ
技
術
は
確
立
さ
れ
た
そ
う

だ
。
今
後
は
1
0
0
株
ほ
ど
の
培
養
株
を
毎
年
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
育
て
、ま
ず
は
セ
ン
タ
ー
で
た
く
さ
ん
の
レ

ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
。

　
「
培
養
は
い
く
ら
で
も
手
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、
一
番
の
目
的
は
自
然
の
中
で
育
つ
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
過
保
護
に
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て
、
た

く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

礼
文
町
高
山
植
物
培
養
セ
ン
タ
ー
で
は
、
レ
ブ
ン

ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
と
と
も
に
こ
の
島
に
し
か
咲
か
な
い

固
有
種
を
は
じ
め
と
す
る
約
50
種
類
、
１
万
本
も
の

高
山
植
物
を
育
て
て
い
る
。

　

 「
礼
文
は
小
さ
な
島
で
す
が
、
固
有
種
を
含
む
多

様
な
花
が
咲
く
と
こ
ろ
が
魅
力
」
と
村
山
さ
ん
。
時

代
が
変
わ
っ
て
も
花
が
織
り
な
す
風
景
が
絶
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
と
、
日
々
、
植
物
と
向
き
合
い
続

け
て
い
る
。

環境を守ることで

経済も守る

過保護にしすぎないようにして

たくましく育ってほしい

培養されているレブンアツモリソウ。種
が発芽し幼植物体（プロトコーム）が形
成されている。播種から1年。変化はわ
ずかだ。

フラワーレンジャーは募金
を呼びかける活動も行っ
ている。1000 円以上募金
をした人にリボンプロジェ
クトのバッジを手渡す。

環
境
保
護
と
経
済
と
福
祉
が
結
び
つ
く

種
を
つ
な
ぐ
研
究
の
長
い
道
の
り

川村長
Takeru Kawamura

1961年北海道礼文町生まれ。1980
年礼文町役場に入職。水産、観光
の振興などに携わり、2021年退職。
同年より礼文島観光協会の事務局
長を務める。

村山誠治
Seiji Murayama

1971年京都府京都市生まれ。大学
で植物育種を学び、その後札幌で
研究を続ける。2012年に礼文島へ
移住。礼文町役場産業課に在籍。
礼文島高山植物培養センターでレブ
ンアツモリソウの培養研究も行う。
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妻
の
ほ
ほ
え
み
を

思
い
出
す
花
で
す

宮本誠一郎
Seiichirou Miyamoto

1960年千葉県柏市生まれ。1992
年より礼文島在住。自然写真家。
レブンクル写真事務所主宰。レブン
クル自然館代表。著書に『新版 礼
文 花の島花の道』『新版 利尻 花
の島花の道』『サロベツ 花原野花
の道』のシリーズ 3部作（いずれも
杣田と共著、北海道新聞社）などが
ある。

宮本さんと杣田さんの共著。四季折々
の花の写真とともに、トレッキングコー
スのガイドや地形、植物の歴史などが
丁寧に解説されている。

杣田美野里さんが撮影したレブンアツモリソウ。その横にサクラソウモドキが写っている。この写真が
収録されている杣田さんの著書『キャンサーギフト』（北海道新聞社）は亡くなる直前に刊行された。

　

30
年
以
上
、
夜
が
開
け
て
ま
も
な
い
山
で
高
山
植

物
を
見
つ
め
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
お
さ
め
て
き
た
写

真
家
が
い
る
。
宮
本
誠
一
郎
さ
ん
は
32
歳
の
と
き
、

妻
で
あ
り
同
じ
写
真
家
で
も
あ
る
杣
田
美
野
里
さ
ん

と
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
長
女
と
と
も
に
東
京
か
ら
礼

文
島
へ
移
住
し
た
。
き
っ
か
け
は
自
転
車
で
日
本
を

縦
断
し
た
旅
。
沖
縄
の
西
表
島
か
ら
出
発
し
終
着
点

は
最
北
の
礼
文
島
。
こ
の
と
き
同
じ
く
旅
人
だ
っ
た

杣
田
さ
ん
と
島
で
知
り
合
い
、
そ
の
後
結
婚
。
活
気

あ
る
島
の
様
子
に
触
れ
た
こ
と
で
礼
文
行
き
を
決
意

し
た
と
い
う
。

　
「
礼
文
で
は
写
真
家
と
し
て
生
計
を
立
て
た
い
と
考

え
て
い
て
、
５
年
以
内
に
１
冊
自
分
の
本
を
出
版
す

る
と
い
う
目
標
を
立
て
ま
し
た
」。

　

当
時
、
島
を
ガ
イ
ド
し
た
本
は
あ
っ
た
が
、
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
花
の
紹
介
は
的
確
で
は
な
い
部
分

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
著
名
な
写
真
家
が
撮
影
し
た

写
真
も
あ
っ
た
が
、
数
日
の
滞
在
で
撮
っ
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
。
そ
ん
な
中
で
、
こ
の
島
で
暮
ら
し
、
足

繁
く
山
に
通
い
花
や
風
景
の
写
真
を
夫
婦
で
撮
り
た

め
た
。
気
が
つ
け
ば
3
年
後
に
初
め
て
の
本
『
礼
文 

花
の
島
花
の
道
』
を
上
梓
す
る
こ
と
に
。
そ
の
後
、

利
尻
や
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
に
関
す
る
本
も
出
版
。
刊
行

数
は
10
冊
を
超
え
た
。

　

本
の
刊
行
に
よ
り
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
写
真

掲
載
も
増
え
、
自
然
ガ
イ
ド
の
依
頼
も
舞
い
込
む
よ

う
に
な
り
、
忙
し
い
日
々
が
続
い
た
と
い
う
。

　
「
ち
ょ
う
ど
全
国
的
に
自
然
観
察
を
楽
し
む
人
々
が
増

え
た
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
」。

　

礼
文
島
が
観
光
客
の
熱
い
視
線
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
背
景
に
は
夫
妻
の
著
書
の
存
在
も
大
き
い
。

希
少
な
花
が
あ
る
島
だ
と
い
う
認
識
が
広
ま
る
中
で
、

あ
る
出
来
事
が
心
を
動
か
し
た
。

　
「
毎
年
楽
し
み
に
撮
影
し
て
い
た
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ

ソ
ウ
の
株
が
盗
掘
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」。

　

仕
事
の
傍
ら
環
境
省
の
自
然
公
園
指
導
員
と
な
り
、

撮
影
を
し
な
が
ら
山
で
監
視
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
礼
文
島
自
然
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
国
有

林
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
植
林
事
業
、
外
来
種
除
去
も
実

施
。
や
が
て
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
保
護
増
殖
事

業
に
も
携
わ
り
、
環
境
整
備
も
手
が
け
た
。

　
「
自
然
ガ
イ
ド
を
引
き
受
け
た
の
は
、
観
光
客
が
写

真
を
撮
ろ
う
と
し
て
山
の
中
に
分
け
入
ら
な
い
よ
う

に
し
て
欲
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
歩
道
で
な

い
と
こ
ろ
を
多
く
の
人
が
歩
い
て
別
の
道
が
で
き
て

し
ま
う
と
い
っ
た
行
為
が
出
て
き
た
の
で
、
歩
道
以

外
の
と
こ
ろ
に
ロ
ー
プ
を
張
る
活
動
を
礼
文
島
自
然

ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。

　

島
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ぬ
姿
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
は
、
自
身
の
「
ふ
る
さ
と
を
失
っ
た
」

体
験
か
ら
く
る
と
い
う
。
幼
少
期
を
過
ご
し
た
千
葉

県
柏
市
は
開
発
が
進
み
、
原
風
景
と
な
っ
た
森
も
い

ま
は
な
い
。

　
「
最
北
の
島
で
あ
れ
ば
、
ず
っ
と
原
風
景
が
残
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
が
移
住
の
理
由
の
一
つ
。

娘
に
ふ
る
さ
と
を
残
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
」。

　

写
真
は
礼
文
の
魅
力
を
発
信
す
る
媒
体
で
あ
る
と

同
時
に
風
景
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
役
割
も
あ
る
。
人

為
的
に
環
境
が
変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
元
の
状

態
に
戻
す
た
め
の
指
針
に
も
な
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
「
宮
本
さ
ん
に
と
っ
て

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
と
は
？
」
と
投
げ
か
け
る
と
、

少
し
間
を
置
い
て
「
妻
の
ほ
ほ
え
み
で
す
」
と
答
え

て
く
れ
た
。
白
く
ふ
っ
く
ら
と
し
た
花
は
人
の
表
情

に
確
か
に
似
て
い
る
。
杣
田
さ
ん
は
3
年
前
に
病
気

の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
。
宮
本
さ
ん
の
写
真
事
務
所

に
は
、
杣
田
さ
ん
の
撮
影
し
た
花
の
写
真
が
壁
一
面

に
飾
ら
れ
、
そ
の
一
枚
に
は
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

と
サ
ク
ラ
ソ
ウ
モ
ド
キ
が
仲
良
く
並
ん
だ
、
白
と
ピ

ン
ク
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
写
真
が
あ
っ
た
。

50
年
前
に
あ
っ
た
原
風
景
を
求
め
て

ふ
る
さ
と
が
残
る
こ
と
を
願
っ
て

　

群
生
地
を
守
る
人
、
観
光
と
環
境
保
護
の
両
面
を

見
つ
め
る
人
、
花
の
培
養
に
取
り
組
む
人
、
写
真
で

島
の
魅
力
を
切
り
取
る
人
。
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ

保
護
増
殖
事
業
に
関
わ
る
人
々
の
視
点
は
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
て
い
た
が
、
50
年
後
の
こ
の
島
の
未
来
像
を
た

ず
ね
る
と
同
じ
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　
「
国
立
公
園
と
な
っ
た
50
年
前
の
風
景
に
戻
す
こ
と

が
で
き
た
ら
」。

　

50
年
前
、
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
は
何
気
な
い
日

常
の
花
と
い
う
認
識
だ
っ
た
と
礼
文
出
身
の
竹
田
さ

ん
は
語
る
。
同
じ
く
礼
文
出
身
の
川
村
さ
ん
に
よ
る

と
、
サ
サ
地
は
現
在
ほ
ど
拡
大
し
て
い
な
か
っ
た
と

振
り
返
る
。
川
村
さ
ん
が
策
定
に
参
加
し
た
礼
文
町

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
に
も
、
サ
サ
の
刈
り
払
い
に

よ
っ
て
植
物
群
落
を
再
生
す
る
取
り
組
み
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

村
山
さ
ん
も
気
持
ち
は
同
じ
だ
。
地
球
温
暖
化
が

い
ま
ほ
ど
深
刻
で
は
な
か
っ
た
50
年
前
で
あ
れ
ば
、

高
山
植
物
を
未
来
に
つ
な
ぐ
試
み
は
も
っ
と
容
易
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。し
か
し
同
時
に
、希
少
種
の
減
少
は
、

人
為
的
な
開
発
の
影
響
よ
り
も
、温
暖
化
に
加
え
「
植

生
の
遷
移
と
い
う
自
然
の
結
果
」
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

50
年
前
の
風
景
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、

宮
本
さ
ん
が
守
り
た
い
と
語
っ
た
「
原
風
景
」
と
も

重
な
る
。
心
の
奥
底
に
あ
る
、
懐
か
し
い
記
憶
を
蘇

ら
せ
る
風
景
に
も
う
一
度
出
会
い
た
い
と
思
う
意
識

は
、
人
に
備
わ
っ
た
普
遍
的
な
の
も
の
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

過
去
を
振
り
返
る
こ
と
で
見
え
る
島
の
未
来
の
姿

と
は
？　

問
い
か
け
な
が
ら
手
探
り
で
歩
む
道
に
終

わ
り
は
な
い
。

撮影＝杣田美野里
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か
つ
て
は
1
4
6
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
さ
が

あ
っ
た
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
は
、
昭
和
40
年
代
以
降
の
大

規
模
な
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
範
囲
が
急
速
に

減
少
し
、
半
分
以
下
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
開
発
が

進
む
と
同
時
に
湿
原
を
保
全
す
る
動
き
も
始
ま
り
、

1
9
7
4
年
に
こ
の
エ
リ
ア
が
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ

国
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
自

然
保
護
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
多
く
の
目
が
向
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
湿
原
の
周
辺
で
は
大
規
模
な

酪
農
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
湿
原
と
農
業
と
が
せ
め

ぎ
合
う
関
係
の
中
で
、
環
境
を
守
り
人
々
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
模
索
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

湿原と農業の共存を模索して
上サロベツ自然再生事業をめぐるインタビュー

膝
を
詰
め
て
話
せ
ば

い
つ
か
は
わ
か
り
合
え
る
も
ん
だ
よ

故
郷
の
風
景
を
守
る
の
は
他
な
ら
ぬ
自
分
た
ち

　
「
親
の
世
代
に
し
て
み
れ
ば
湿
原
は
不
毛
地
帯
。

ま
だ
馬
を
使
っ
て
い
た
時
代
で
、
脚
が
ぬ
か
る
ん
で

動
け
な
く
な
る
く
ら
い
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
こ
を

手
で
掘
っ
て
暗
渠
を
入
れ
て
水
を
ぬ
い
て
。
そ
う

や
っ
て
少
し
ず
つ
草
地
を
広
げ
て
い
っ
た
経
緯
が

あ
っ
た
」。

　

豊
富
町
で
牧
場
を
営
む
山
本
寿
昭
さ
ん
は
そ
う
振

り
返
る
。
先
代
の
農
地
を
受
け
継
ぎ
酪
農
を
経
営
の

柱
と
し
た
の
は
1
9
7
5
年
。
そ
こ
か
ら
約
30
年
、
農

地
開
発
事
業
に
よ
り
経
営
規
模
の
拡
大
が
進
ん
で
い
っ

た
。
農
地
に
は
適
さ
な
か
っ
た
湿
原
と
山
本
さ
ん
が
向
き

合
う
こ
と
と
な
っ
た
の
は
2
0
0
4
年
の
こ
と
だ
。

　
「
農
業
の
生
産
を
維
持
し
、
住
む
人
の
暮
ら
し
を

守
り
、
自
然
を
守
る
。
こ
の
3
本
を
軸
と
し
て
自
然

再
生
事
業
が
始
ま
っ
た
ん
だ
よ
ね
」。

　

専
門
家
や
地
域
住
民
な
ど
の
個
人
や
団
体
、
北
海

道
開
発
局
や
環
境
省
な
ど
の
行
政
機
関
、
農
業
協
同

組
合
な
ど
の
関
係
機
関
が
集
ま
り
上
サ
ロ
ベ
ツ
自
然

再
生
協
議
会
を
設
立
。
山
本
さ
ん
は
農
家
側
の
代
表

と
し
て
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。
こ
の
協
議
会
で
議

論
さ
れ
た
の
は
、
農
地
と
湿
原
と
を
明
確
に
分
け
、

そ
の
間
に
緩
衝
帯
を
設
け
る
こ
と
。
そ
の
幅
は
25

メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
、
農
家
側
へ
土
地
の
提
供
が
求
め

ら
れ
た
。

　
「
湿
原
と
農
地
で
土
地
を
半
々
ず
つ
出
し
合
う
の
で

は
な
く
、
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
農
家
側
が
提
供
す
る

と
い
う
方
針
に
抵
抗
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
酪
農
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
気
込
み

の
あ
る
農
家
が
多
か
っ
た
し
、
受
け
継
い
で
き
た
農

地
が
失
う
こ
と
に
納
得
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
」。

　

湿
原
の
保
全
と
と
も
に
土
地
改
良
事
業
が
同
時
に

実
施
さ
れ
る
計
画
が
あ
っ
た
。
豊
富
の
牛
乳
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
中
心
に
全
国
に
知
ら
れ
た
ブ

ラ
ン
ド
。
安
定
供
給
の
た
め
に
優
良
な
牧
草
地
を
つ

く
る
こ
の
計
画
は
欠
か
せ
な
い
。
同
時
に
自
然
も
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
業
に
参
加
す
る

1
2
8
戸
の
農
家
に
山
本
さ
ん
は
緩
衝
帯
へ
の
農
地

提
供
を
呼
び
か
け
た
。

　
「
専
門
家
を
招
い
て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。
緩

衝
地
帯
を
挟
ん
で
農
地
は
地
下
水
位
を
下
げ
、
湿
原

は
地
下
水
位
を
上
げ
る
工
法
に
つ
い
て
理
解
を
少
し

ず
つ
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
」。

　

も
っ
と
も
難
し
か
っ
た
の
は
緩
衝
帯
の
た
め
に
農

地
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
13
戸
の
農
家
と
の
折

衝
。「
自
分
た
ち
だ
け
が
犠
牲
に
な
れ
ば
い
い
の

か
？
」
と
い
う
意
見
に
対
し
、
山
本
さ
ん
は
「
と
も

保
証
」
と
い
う
考
え
を
提
示
し
た
。

　
「
全
農
家
で
土
地
代
を
按
分
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

緩
衝
帯
へ
農
地
を
提
供
す
る
負
担
を
分
か
ち
合
う
こ
と

で
全
員
が
当
事
者
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
」。

　

山
本
さ
ん
は
一
人
一
人
と
話
し
合
い
、
希
望
を
吸

い
上
げ
た
。「
自
然
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
聞
く
耳
を
持
ち
、
我
々
か
ら
も
提
案
を
し
な

く
ち
ゃ
な
ら
な
い
」
と
粘
り
強
く
声
を
か
け
た
。

　
「
膝
を
詰
め
て
話
せ
ば
い
つ
か
は
わ
か
り
合
え
る

も
ん
だ
よ
」。

　

3
年
の
調
整
を
経
て
話
は
ま
と
ま
っ
た
。
酪
農
も

湿
原
も
地
域
の
誇
り
。
故
郷
の
風
景
を
守
る
の
は
他

な
ら
ぬ
自
分
た
ち
。
全
員
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
た

こ
と
で
、
自
然
再
生
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
と

山
本
さ
ん
は
語
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
冠
水
な
ど

の
被
害
か
ら
人
々
を
守
る
対
策
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
「
孫
の
代
に
な
っ
て
、
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
が
喧
嘩
し

な
が
ら
も
力
を
尽
く
し
た
こ
と
で
、
湿
原
が
守
ら
れ
て

い
る
ん
だ
ぞ
っ
て
語
り
継
が
れ
る
の
が
夢
で
す
ね
」。

INTERVIEW 03

山本寿昭　Toshiaki Yamamoto
1957年北海道豊富町生まれ。先代の農
地を受け継ぎ、山本牧場を開く。サロ
ベツ農事連絡会議議長。上サロベツ自
然再生協議会にも参加し、農家側の取り
まとめを行う。新規就農者を積極的に受
け入れ、次世代の育成にも務めている。

山本牧場の敷地には、妻の由紀子さん
が描いたサロベツの自然を愛するメッ
セージが込められた壁画が各所にある。
現在、180頭の乳牛を育て、自然と調和
した酪農経営を目指している。

左が農地、右が湿原で、その間に緩衝帯がある。農地と湿原が隣接して
いる、およそ10キロの区間に緩衝帯が設置された。

サロベツ
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上
サ
ロ
ベ
ツ
自
然
再
生
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
20

年
。
農
地
の
土
地
改
良
と
湿
原
と
の
間
に
緩
衝
帯
を
設

け
る
整
備
は
一
区
切
り
を
迎
え
、
現
在
は
そ
の
維
持
管

理
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
緩
衝
帯
の
整
備
は
、
環
境
保
全
と
農
業
振
興
を

両
立
さ
せ
る
取
り
組
み
の
モ
デ
ル
に
な
る
事
業
と
し

て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
」。

　

豊
富
町
商
工
観
光
課
に
在
籍
し
、
上
サ
ロ
ベ
ツ
自

然
再
生
協
議
会
運
営
事
務
局
を
担
当
す
る
清
水
日
出

晃
さ
ん
は
語
る
。
2
0
1
7
年
に
こ
の
取
り
組
み
は

農
業
農
村
工
学
会
賞
「
上
野
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
緩
衝
帯
の
整
備
に
加
え
、
湿

原
の
地
下
水
位
の
低
下
や
乾
燥
化
、
地
盤
沈
下
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
例
え
ば
60
年
以
上
前
に
農
地
開
拓
の
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
サ
ロ
ベ
ツ
川
放
水
路
に
は
、
積
載
さ
れ
た

泥
炭
の
水
分
を
抜
く
た
め
の
水
抜
き
水
路
が
多
数
あ

り
、
こ
れ
が
湿
原
の
乾
燥
化
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
環
境
省
の
事
業
と
し
て
、
水
抜
き
水
路
の
埋

め
戻
し
を
実
施
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
湿
原
が
回
復
へ

と
向
か
い
、
消
失
し
て
い
た
落
合
沼
も
復
活
し
、
水
鳥

や
魚
類
の
生
息
地
と
な
っ
た
。
ま
た
1
9
7
0
年
か
ら

泥
炭
を
採
掘
し
土
壌
改
良
剤
を
製
造
す
る
た
め
の
工
場

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
跡
地
に
種
子
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
植

物
の
生
育
を
助
け
る
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
開
発
の
歴
史
を
見
直
し
自
然
を
再
生
さ
せ
る
。

ハ
ー
ド
面
で
の
対
策
と
と
も
に
ソ
フ
ト
面
も
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

N
P
O
法
人
サ
ロ
ベ
ツ
・
エ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
中
心
と
し
て
、
自
然
再
生
普
及
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
年
に
数
回
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
今

年
は
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
の
指
定
50
周
年

と
い
う
記
念
の
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
無
料
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
や
記
念
品
の
配
布
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
と

い
っ
た
よ
り
充
実
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
準
備
し
て
実

施
し
た
と
い
う
。

　
「
50
周
年
を
機
に
隣
接
す
る
幌
延
町
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
自
然
保
護

と
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
産
業
や
観
光
の
振

興
と
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

一
見
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら

何
か
を
探
す
、
上
級
者
向
け
の
場
所

 地域産業や観光の振興と

発展につなげていきたい

失
わ
れ
た
湿
原
を
取
り
戻
す
た
め
に

清水日出晃　Hideaki Shimizu
1969年北海道猿払村生まれ。1990年に
豊富町役場に入職。2024 年、商工観光
課課長となり、上サロベツ自然再生協議
会の運営事務局を担当。豊富町に住み
始め、サロベツ湿原がエゾカンゾウで
一面に彩られる風景を見て感動したこと
をいまも思い出すという。

疋田英子　Hideko Hikita
1943年北海道稚内市生まれ。1989年か
ら利尻礼文サロベツ国立公園のパークボ
ランティアとして活動し、2019年に自然
環境功労者環境大臣賞を受賞。2020年
『涯に咲く』（ナチュラリー）を出版。現在、
続編の出版に向けて準備中。

涯
に
咲
く
花
を
見
守
っ
て

　
「
サ
ロ
ベ
ツ
は
一
見
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
何
か

を
探
す
、
上
級
者
向
け
の
場
所
な
ん
で
す
よ
」。

　

疋
田
英
子
さ
ん
は
35
年
間
、
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ

国
立
公
園
の
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
、
ま
た
自
然
体
験
会
の
開
催
や
自
然
ガ
イ
ド
を
通

し
て
動
植
物
の
魅
力
を
人
々
に
伝
え
て
き
た
。
6
月

下
旬
、
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
が
咲
く
と
原
野
一
面
が
オ
レ

ン
ジ
色
に
染
ま
る
が
、
そ
れ
以
外
の
シ
ー
ズ
ン
は
控

え
め
に
咲
く
花
が
多
い
。
疋
田
さ
ん
は
望
遠
鏡
を
用

意
し
て
、
木
道
か
ら
は
る
か
遠
く
に
咲
い
て
い
る
タ

チ
ギ
ボ
ウ
シ
の
群
生
を
見
せ
た
り
、
わ
ず
か
2
ミ
リ

ほ
ど
の
花
を
つ
け
る
ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
を
虫
眼
鏡
で
観

察
さ
せ
た
り
。
独
自
の
観
察
会
を
仲
間
と
と
も
に
開

い
て
き
た
。

　

花
は
い
つ
も
身
近
に
あ
っ
た
。
茎
に
螺
旋
を
描
く

よ
う
に
連
な
っ
て
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
る
ネ
ジ
バ

ナ
を
妹
た
ち
と
競
っ
て
集
め
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
。
結
婚
後
は
山
菜
取
り
で
出
か
け
る
く
ら
い
し
か

野
山
と
の
関
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
45
歳
の
頃
、
花

の
名
前
を
図
鑑
で
調
べ
、
そ
れ
を
撮
影
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
豊
富
町
の
介
護
福
祉
施
設
に
義
母
が
入
所

す
る
こ
と
に
な
り
、
週
３
回
、
パ
ー
ト
帰
り
に
片
道

約
40
分
車
を
走
ら
せ
施
設
に
通
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　
「
息
子
か
ら
カ
メ
ラ
を
も
ら
っ
て
、
行
き
帰
り
で
花

を
撮
影
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
花
に
と
ま
っ
て

い
る
鳥
も
よ
く
見
て
い
た
の
で
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
も
始
め
て
。
花
と
鳥
は
切
り
離
せ
な
い
ん
で
す
よ
」。

　

自
然
観
察
を
始
め
て
国
立
公
園
内
で
株
の
盗
掘
が

相
次
い
で
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
花
を
持
っ
て
帰
ろ

う
と
す
る
人
に
注
意
を
促
し
た
い
と
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。
以
来
、
国
立
公
園

の
清
掃
や
外
来
種
駆
除
の
ほ
か
、
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
の

生
息
数
や
野
鳥
の
飛
来
状
況
の
調
査
も
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　
「
観
察
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
毎
年
カ
ウ
ン
ト
し

て
い
こ
う
と
。
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
は
エ
ゾ
シ
カ
の
採
食

の
影
響
も
あ
っ
て
、
本
当
に
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ど
う
や
っ
た
ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
関
係
機

関
と
一
緒
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

　

サ
ロ
ベ
ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
利
尻
、
礼
文
、
そ
し
て

猿
払
ま
で
。
ど
の
時
期
に
ど
の
花
が
咲
く
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
植
生
の
異
な
る
エ
リ
ア
に
足
繁
く
通
い
、
知

ら
な
い
植
物
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
調
べ
、
と
き
に
は
研

究
者
に
も
意
見
を
聞
く
。
こ
う
し
て
培
っ
た
花
に
関

す
る
知
識
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
、
自
身
の
記
憶
や
心

の
機
微
を
織
り
込
ん
だ
俳
句
と
エ
ッ
セ
イ
、
撮
り

た
め
た
写
真
を
収
録
し
た
著
書
『
涯
に
咲
く
』を

2
0
2
0 

年
に
出
版
し
た
。

　

こ
の
本
の
巻
頭
の
寄
稿
文
で
、
疋
田
さ
ん
は
「
北

の
花
守
り
」
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
長
年
参
加

し
て
い
た
俳
句
の
会
を
主
宰
す
る
粥
川
青
猿
さ
ん
の

言
葉
だ
。

　
「
若
い
人
に
も
外
来
種
を
見
分
け
る
目
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
在
来
種
を
守
る
た
め
に

駆
除
を
一
緒
に
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
ね
」。

　

ど
の
芽
が
外
来
種
な
の
か
。
小
さ
な
う
ち
は
見
分

け
が
つ
か
ず
、頼
り
に
な
る
の
は
疋
田
さ
ん
の
眼
だ
。

今
年
80
歳
と
な
る
疋
田
さ
ん
は
、
今
日
も
大
き
な
レ

ン
ズ
を
抱
え
野
山
を
歩
き
、
植
物
を
見
守
る
。

自然とともに歩む人々　サロベツ

水抜き水路の埋め戻しにより落合沼に水が戻っ
てきた。湿原も徐々に回復し、オオヒシクイなど
の水鳥の姿も見られるようになった。

泥炭採掘跡地に種子マットを敷く。マットをかけ
ることで植物の種子が定着しやすい環境をつく
り発芽を促す。
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子どもたちへ6000年の
自然をつなげていきたい

町
お
こ
し×

ア
ニ
メ
か
ら
生
ま
れ
る
未
来

　

環
境
保
護
の
取
り
組
み
を
次
世
代
へ
。
そ
の
バ
ト

ン
を
受
け
継
ぎ
活
動
を
す
る
の
が
、
現
在
31
歳
の
山

形
雅
弘
さ
ん
だ
。
交
換
し
た
名
刺
の
情
報
量
に
驚
く
。

豊
富
町
役
場
の
建
設
課
上
下
水
道
係
と
エ
コ
モ
ー
★

サ
ポ
ー
タ
ー
代
表
と
い
う
肩
書
き
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム

の
実
況
中
継
サ
イ
ト
や
A
I
を
利
用
し
て
ゲ
ー
ム
を

攻
略
す
る
b
o
t
の
開
発
情
報
の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
い
っ

た
Q
R
コ
ー
ド
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

　
「
何
が
き
っ
か
け
で
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
の
で
」
と
山
形
さ
ん
。
ゲ
ー
ム
攻
略
の
世

界
で
は
1
万
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
。

　

名
寄
市
で
生
ま
れ
9
歳
で
豊
富
町
へ
引
っ
越
し
、

湿
原
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
村
元
自
然
学
校
に
入

会
。
動
植
物
に
触
れ
た
経
験
か
ら
、
高
校
時
代
に
は

自
然
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
。

　

卒
業
後
は
豊
富
町
役
場
に
入
職
。水
道
係
と
し
て
10

年
以
上
仕
事
を
す
る
う
ち
に
マ
ン
ホ
ー
ル
に
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ポ
ケ
モ
ン
」や「
ガ
ン
ダ
ム
」の
絵
柄

を
入
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
思
い
立
っ
た
。

　
「
以
前
か
ら
親
し
ん
で
い
た
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
文

化
が
地
方
に
は
な
く
、
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
町

お
こ
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」。

　
「
ガ
ン
ダ
ム
マ
ン
ホ
ー
ル
」
は
稚
内
市
と
天
塩
町
に

連
携
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、道
北
と
ガ
ン
ダ
ム
と
を

関
連
づ
け
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
、『
機
動
戦
士
ガ
ン

ダ
ム
』に
登
場
す
る「
N
フ
ィ
ー
ル
ド
」と
い
う
空
間
を
、

果
て
し
な
く
広
が
る
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
や
牧
草
地
帯
の

イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、説
得

力
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

　

自
然
保
護
活
動
も
入
職
当
時
か
ら
継
続
し
、サ
ロ

ベ
ツ
・
エ
コ
モ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
関
わ
っ
て
き
た
。
エ
コ
モ
ー
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
と

牛
の
鳴
き
声
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
。
湿
原
と
農
業

の
共
生
が
テ
ー
マ
で
あ
る
上
サ
ロ
ベ
ツ
自
然
協
議
会

の
再
生
普
及
部
会
と
し
て
2
0
0
8
年
か
ら
エ
コ

モ
ー
★
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
名
で
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
。
こ
の
代
表
に
2
0
2
1
年
に
就
任
し
た
。

　
「
私
た
ち
の
役
割
は
、
サ
ロ
ベ
ツ
に
関
わ
る
人
材

を
発
掘
し
て
、
そ
の
活
動
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

つ
な
が
り
合
う
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
で
す
」。

　

毎
年
、エ
コ
モ
ー
Da
y
を
実
施
。
保
護
活
動
の
パ

ネ
ル
展
示
や
消
防
車
、
大
型
遊
具
も
設
置
し
、
親
子

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。

　

こ
の
ほ
か
自
然
保
護
活
動
を
役
場
の
仕
事
と
も
結

び
つ
け
、「
ガ
ン
ダ
ム
マ
ン
ホ
ー
ル
」に
サ
ロ
ベ
ツ
湿

原
の
風
景
を
組
み
込
ん
だ
り
、
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
を
つ
く
っ
た
り
と
コ
レ

ク
タ
ー
心
を
く
す
ぐ
る
ア
イ
テ
ム
も
出
し
て
い
る
。

　
「
自
然
保
護
を
意
識
し
て
い
な
い
人
で
も
、
興
味
の

あ
る
ア
イ
テ
ム
と
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

水
道
、
自
然
保
護
、
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
ま
っ
た

く
別
の
領
域
で
は
あ
る
が
、場
面
場
面
で
人
と
出
会
い
、

そ
れ
が
他
の
活
動
と
結
び
つ
い
て
助
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
と
い
う
。
思
い
が
け
な
い
領
域
同
士
が
つ
な
が
り

合
い
、
さ
ら
な
る
化
学
変
化
が
生
ま
れ
て
い
く
。
そ
ん

な
山
形
さ
ん
の
活
動
に
今
後
も
目
が
離
せ
な
い
。

人
と
人
の
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
む
た
め
に

　

サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
が
時
代
と
と
も
に
変
化
し
た
背
景

に
は
、
人
々
の
意
識
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。
自

然
再
生
事
業
は
、
開
発
か
保
護
か
と
い
う
対
立
を
超

え
て
、
人
々
の
共
通
認
識
を
つ
く
る
と
い
う
難
し
い

課
題
に
向
き
合
っ
た
。
緩
衝
帯
の
整
備
に
一
区
切
り

つ
い
た
い
ま
、農
家
の
代
表
を
務
め
た
山
本
さ
ん
は
、

緩
衝
帯
に
よ
っ
て
湿
原
が
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
い

る
の
か
、
そ
の
状
況
を
農
家
側
に
継
続
的
に
報
告
す

る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

自
然
の
状
況
に
つ
ね
に
意
識
を
働
か
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
は
、
疋
田
さ
ん
の
長
年
の
活
動
か
ら
も
感
じ

ら
れ
る
。
観
察
を
続
け
る
中
で
、
花
々
の
変
化
に
い

ち
早
く
気
づ
き
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ

る
き
っ
か
け
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

二
人
の
よ
う
に
自
然
保
護
に
高
い
関
心
を
寄
せ
る

人
を
今
後
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
た
め
に
、
何
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
上
サ
ロ
ベ
ツ
自
然
再
生
協
議
会
や

サ
ロ
ベ
ツ
・
エ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
数
々
の

教
育
普
及
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
少
子
化
の

中
で
子
ど
も
の
参
加
が
減
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

「
い
ま
こ
そ
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
信
頼
関
係
を

培
う
こ
と
が
大
切
」
で
あ
る
と
千
葉
さ
ん
は
語
る
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生
む
方
法
に
新
風
を
吹

き
込
ん
だ
の
は
、
豊
富
町
役
場
の
山
形
さ
ん
だ
。
ア

ニ
メ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
か
し
、
町
の
存
在
を
全
国

に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
人
気
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
P
R
に
利
用
す
る
事
例
は
数
多
あ
る
が
、

自
身
の
「
好
き
」
を
コ
ア
に
掘
り
下
げ
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
ア
イ
デ
ア
の
数
々
で
、
注
目
を
集
め
た

取
り
組
み
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
町
お
こ
し
の
事
例
で

あ
っ
て
、
自
然
保
護
活
動
と
は
異
な
る
点
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
人
々
を
結
び
つ
け
る
大
き
な
ヒ
ン

ト
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。
次
世

代
的
な
挑
戦
の
先
に
希
望
の
光
を
見
た
思
い
が
し
た
。

　

豊
富
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
の
移
り

変
わ
り
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
人
が
い
る
。ハ
ン
タ
ー

で
あ
り
、
会
社
経
営
者
で
あ
り
、
豊
富
町
の
町
議
会

議
員
で
も
あ
る
。多
彩
な
顔
を
持
つ
千
葉 

久
さ
ん
は
、

3
年
前
か
ら
N
P
O
法
人
サ
ロ
ベ
ツ
・
エ
コ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
代
表
理
事
も
務
め
て
い
る
。

　

こ
の
N
P
O
は
2
0
0
4
年
に
設
立
さ
れ
、
サ
ロ

ベ
ツ
湿
原
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
は
じ
め
、
希
少

な
動
植
物
の
調
査
と
保
全
、
稚
咲
内
砂
丘
林
の
再
生
、

稚
咲
内
海
岸
や
サ
ロ
ベ
ツ
川
・
ペ
ン
ケ
沼
の
清
掃
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
護
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
裏
で
こ
れ
ま
で
経
済
的
基
盤
が

安
定
せ
ず
、人
材
が
定
着
し
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
っ

た
と
い
う
。
千
葉
さ
ん
は
、
組
織
運
営
に
経
営
的
視

点
を
入
れ
て
雇
用
の
安
定
を
確
保
す
る
と
と
も
に
地

域
と
の
接
点
を
持
つ
よ
う
促
し
た
。

　
「
大
切
な
の
は
動
植
物
の
専
門
性
を
極
め
る
だ
け
で

な
く
地
域
貢
献
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
は
消
防
団
や
商

工
会
に
参
加
し
て
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始

め
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
」。

　

環
境
保
護
団
体
と
い
う
と
開
発
の
す
べ
て
に
反
対

す
る
組
織
で
あ
る
と
地
域
住
民
に
思
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
主
義
主
張
を
超
え
て
、

重
要
な
の
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
だ
と
説
く
。

　
「
湿
原
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
『
あ
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に

会
い
た
い
』
っ
て
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」。

　

保
護
活
動
の
基
盤
を
つ
く
る
た
め
に
、
N
P
O
で

は
次
世
代
へ
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
い
ま
あ
る
自
然
を
覚
え
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
。

大
人
に
な
っ
て
環
境
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、

子
ど
も
の
頃
に
自
然
に
触
れ
た
体
験
が
あ
れ
ば
、
元

に
戻
そ
う
と
い
う
思
い
を
持
つ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
」。

　

多
忙
な
中
で
、
年
間
3
0
0
日
エ
ゾ
シ
カ
の
駆
除

を
行
い
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
取
り
組
み
も

実
行
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
温
暖
化
に
よ
る
気
候
の

変
化
を
肌
で
感
じ
る
と
い
う
。

　
「
最
近
、
エ
ゾ
シ
カ
が
湿
原
を
縦
横
無
尽
に
歩
く
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
湿
地
の
乾
燥
化
が
進
ん
で
い

る
ん
だ
ろ
う
ね
。
角
の
落
ち
る
時
期
も
以
前
よ
り
1

か
月
以
上
早
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
」。

　

地
球
規
模
の
現
象
に
立
ち
向
か
う
こ
と
は
難
し
い

が
、
N
P
O
と
地
域
と
を
つ
な
げ
る
パ
イ
プ
役
と
し

て
魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
の
た
め
の
改
革
を
続
け
、

次
世
代
に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
く
手
立
て
を
探
っ

て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
は

い
ま
あ
る
自
然
を

覚
え
て
お
い
て
も
ら
い
た
い

サロベツ・エコ・ネットワークでは四季折々の自然ガイドなどさまざ
まな体験型プログラムを実施。木道で見られる花の開花情報なども
細かく発信するなど、人々が興味を持つきっかけづくりを行う。

地
域
貢
献
が
で
き
る
N
P
O
を
目
指
し
て

千葉 久　Hisashi Chiba
1960年北海道豊富町生まれ。漁業協
同組合で働き、その後店舗経営を手が
ける。1999年から豊富町の議員として
活動し現在7期目。2021年からNPO法
人サロベツ・エコ・ネットワークの代表
理事に就任。ハンターとしても活動し、
地元のエゾシカ加工工場の経営にも携
わる。

山形雅弘　Masahiro Yamagata
1992 年北海道名寄市生まれ。2011年豊富
町役場に入職。現在、建設課上下水道係
の係長を務める。高校時代より環境省の
パークレンジャーとして活動をするなど自然
保護活動に従事。現在、エコモー★サポー
ターの代表として、環境活動を行う個人や
団体をつなげる取り組みも行う。

自然とともに歩む人々　サロベツ

©  創通・サンライズ
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利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

が
指
定
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

は
、
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
利

尻
山
、
礼
文
島
に
咲
く
貴
重
な
高

山
植
物
群
、
野
鳥
た
ち
が
立
ち
寄

る
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
と
い
っ
た
日
本

最
北
な
ら
で
は
の
気
候
や
地
形
が

も
た
ら
す
自
然
景
観
、
希
少
な
動

植
物
が
息
づ
く
生
態
系
等
を
有
し
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
産
業
に
さ
ま

ざ
ま
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
と
も

に
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の

旅
行
者
を
魅
了
し
続
け
て
お
り
、

ま
さ
に
世
界
に
誇
れ
る
宝
で
あ
る

と
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
今
は
登
山
道
の
崩
落

や
希
少
植
物
の
盗
掘
、
湿
地
の
乾

燥
化
な
ど
の
い
く
つ
も
の
困
難
が

生
じ
、
そ
の
度
に
人
知
れ
ぬ
ご
苦

労
と
創
意
工
夫
で
、
今
日
ま
で
美

し
い
自
然
を
残
し
て
こ
ら
れ
た
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
み
な
さ
ま
の
ご

尽
力
の
賜
物
と
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
先
の
50
年
に
向
け
、
日
本

を
代
表
す
る
美
し
い
自
然
環
境
を

し
っ
か
り
と
未
来
に
引
き
継
ぐ
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
と
調
和
の
取
れ

た
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
み
な
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

宗
谷
総
合
振
興
局
長

清
水
目 

剛

彩
り
あ
ふ
れ
る
自
然
環
境
を

つ
な
い
で
い
く
た
め
に

50
年
後
の
未
来
へ
の

キ
ー
ワ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く

　

令
和
6
年
9
年
20
日
に
利
尻
礼

文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
が
指
定
か

ら
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

関
係
市
町
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜

び
で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昭
和
49
年
に
国
立
公
園
と
し
て

指
定
さ
れ
た
時
の
思
い
が
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
蘇
っ
て
き
ま
す
。

当
時
、
日
本
最
北
の
国
立
公
園
と

し
て
価
値
を
認
め
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
大
き
な
誇
り
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
で
地
域
の
発
展
を
期
待
し
、

胸
躍
ら
せ
ま
し
た
。
以
来
、
利
尻

町
は
国
立
公
園
の
町
と
し
て
、
今

日
ま
で
の
歩
み
を
続
け
て
き
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　

利
尻
町
は
、
多
く
の
高
山
植
物

が
咲
き
、
野
鳥
が
さ
え
ず
る
自
然

豊
か
な
漁
業
と
観
光
の
ま
ち
で
す
。

秀
峰
・
利
尻
山
は
、
本
国
立
公
園

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
登
山
客
が
山
行
を
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
今
で
は
、
登
山
道
の

維
持
管
理
等
の
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
解
決
の
た
め
に
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
考
え
、
協
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

指
定
50
周
年
を
契
機
に
、
地
域
間

の
連
携
の
も
と
に
、
生
態
系
の
保

全
と
利
活
用
の
調
和
に
努
め
な
が

ら
、
自
然
の
恩
恵
を
活
か
し
た
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
関

係
機
関
や
地
域
住
民
の
み
な
さ
ま

と
と
も
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

利
尻
町
長

上
遠
野 

浩
志

地
域
が
一
体
と
な
っ
て

耀
く
未
来
へ

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
が

指
定
50
周
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
記
念

誌
が
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠
に

感
慨
深
い
こ
と
で
あ
り
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
半
世
紀
に
わ
た
り
、

１
市
５
町
に
ま
た
が
る
雄
大
な
自
然

を
守
る
た
め
、
環
境
保
全
や
啓
蒙
普

及
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の
み

な
さ
ま
方
に
は
、
改
め
て
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
は
、

洋
上
の
独
立
峰「
利
尻
山
」
を
象
徴

と
し
て
、
四
季
折
々
の
変
化
が
も
た

ら
す
多
彩
な
景
観
と
、
希
少
な
動
植

物
が
特
徴
的
な
日
本
最
北
の
国
立
公

園
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の

美
し
く
、
貴
重
な
自
然
を
損
な
う
こ

と
な
く
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
持
続
可
能
な
国
立
公
園

の
利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
世

界
中
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
先
の
50
年
も
、
か
け
が
え
の

な
い
財
産
と
し
て
、
地
域
住
民
に
愛

さ
れ
、
そ
し
て
、
来
訪
者
を
魅
了
す

る
国
立
公
園
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
す
る
み
な
さ
ま
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
各
種
取
り
組
み
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

稚
内
市
長

工
藤 

広

持
続
可
能
な
利
活
用
の

推
進
を
目
指
し
て

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
は

1
市
5
町
に
ま
た
が
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

自
然
環
境
の
保
護
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
こ
で
は
構
成
す
る
地
域

の
市
長
・
町
長
と
、
北
海
道
の
北

端
部
の
10
市
町
村
を
所
管
す
る
宗

谷
総
合
振
興
局
長
に
よ
る
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
今
後
の
取
り

組
み
に
欠
か
せ
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド

を
紹
介
す
る
。

利尻町 r ishir i

稚内市 wakkana i

か
が
や
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国
立
公
園
指
定
50
周
年
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

が
指
定
50
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
構
成
す
る
１
市
５
町
の
一
員

と
し
て
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
る

と
同
時
に
、
そ
の
歴
史
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

は
、
昭
和
49
年
9
月
に
日
本
最
北

の
国
立
公
園
と
し
て
の
指
定
を
受

け
、
以
来
今
日
ま
で
私
た
ち
幌
延

町
民
は
こ
の
半
世
紀
、
自
然
の
恵

み
と
そ
の
保
護
の
重
要
性
を
学
び

つ
つ
、
自
然
と
と
も
に
歩
み
、
恵

み
を
享
受
し
、
自
然
を
慈
し
む
心

と
自
然
を
守
る
責
任
を
大
き
く
育

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
雄
大
な
本
国
立
公
園
の

自
然
保
護
や
環
境
保
全
へ
の
啓
蒙

普
及
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
ご
尽
力
さ
れ
た
関
係
者
み
な

さ
ま
す
べ
て
に
、
改
め
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
々
は
本
国
立
公
園
の
事
業
に

向
け
、
古
か
ら
紡
が
れ
て
き
た
貴

重
な
自
然
景
観
や
動
植
物
が
織
り

な
す
生
態
系
の
保
全
を
図
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
教
育
の
一
層

の
推
進
、
ま
た
環
境
に
配
慮
し
た

農
林
業
の
振
興
な
ど
、
自
然
と
人

と
の
調
和
と
共
生
を
意
識
し
た
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

関
係
機
関
や
地
域
住
民
の
み
な
さ

ま
と
と
も
に
歩
ん
で
ま
い
る
所
存

で
す
。

幌
延
町
長

野
々
村 

仁

古
く
か
ら
紡
が
れ
て
き
た

自
然
と
と
も
に
歩
み
た
い

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

が
本
年
で
指
定
50
周
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
国
立
公
園
は
、
日
本
最
北
の

国
立
公
園
で
あ
り
、
公
園
を
象
徴

す
る
秀
峰
「
利
尻
山
」、
貴
重
な
高

山
植
物
の
お
花
畑
「
礼
文
島
」、
日

本
最
大
級
の
高
層
湿
原
「
サ
ロ
ベ

ツ
原
野
」
な
ど
、
地
域
固
有
の
多

様
な
魅
力
が
集
ま
っ
て
成
り
立
ち
、

変
化
に
富
む
素
晴
ら
し
い
景
観
を

誇
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

来
訪
者
を
魅
了
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら

自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
「
上

サ
ロ
ベ
ツ
自
然
再
生
協
議
会
」
を

設
置
し
、
地
元
住
民
、
有
識
者
及
び

関
係
団
体
が
構
成
員
と
し
て
、
サ

ロ
ベ
ツ
湿
原
の
再
生
に
向
け
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
共
存
し
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
の
か
け
が
え
の
な

い
財
産
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
我
々

に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
50
年
、
こ
の
日
本

の
宝
を
維
持
保
全
し
て
い
く
た
め

に
も
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
が

一
体
と
な
っ
て
、
更
な
る
魅
力
づ

く
り
を
図
り
、
活
力
に
あ
ふ
れ
る

地
域
と
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と

共
存
し
て
い
く
た
め
に

豊
富
町
長

河
田 

誠
一

　

令
和
６
年
９
月
、
利
尻
礼
文
サ

ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
が
指
定
さ
れ
て

か
ら
半
世
紀
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
国
立
公
園

の
構
成
自
治
体
と
し
て
大
き
な
喜

び
で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

指
定
以
来
50
年
、
利
尻
礼
文
サ
ロ

ベ
ツ
の
雄
大
な
自
然
を
守
る
た
め
に

並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
、
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
礼
文
島
い
き
も
の

つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
礼
文

町
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
）
を
策

定
し
、
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
な

ど
を
代
表
と
す
る
礼
文
島
の
希
少

植
物
等
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継

ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立

公
園
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
次
の

世
代
へ
と
引
き
継
げ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
国
や
道
、
関
係
自
治
体

及
び
関
係
団
体
、
地
域
住
民
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
こ
の
豊
か

な
自
然
を
ど
う
保
全
し
、
ど
う
活

用
し
て
い
く
か
、
み
な
さ
ま
と
と

も
に
考
え
、
と
も
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ

国
立
公
園
指
定
50
周
年
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
み
な
さ
ま
に
衷
心
よ
り
敬
意
を

表
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

礼
文
町
長

小
野 

徹

多
様
な
い
き
も
の
を

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
に

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
が

令
和
６
年
９
月
に
国
立
公
園
と
し
て

指
定
50
周
年
を
迎
え
、こ
こ
に
記
念

誌
が
発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
に
心
か

ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、こ
れ
ま
で
の
半
世
紀

に
わ
た
り
、自
然
保
護
や
環
境
保
全

な
ど
に
、
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園

は
、
山
岳
、
お
花
畑
、
湿
原
、
海

岸
砂
丘
な
ど
変
化
に
富
ん
だ
景
観

を
誇
る
日
本
最
北
の
国
立
公
園
で

す
が
、そ
の
中
で
も
利
尻
山
は
、「
利

尻
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
る
美
し
い

山
で
、
国
立
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
尻
山
も
、
昨
今
で
は
登
山
道

の
侵
食
や
荒
廃
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、

関
係
す
る
多
く
の
方
々
と
の
連
携

に
よ
り
、
利
尻
山
コ
マ
ド
リ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
利
尻
ル
ー
ル
の
徹
底

な
ど
、
美
し
い
自
然
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
が
継

続
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
立
公
園
指
定
50
周
年
を
一
つ

の
契
機
に
、
国
民
の
癒
し
の
場
と

し
て
、
こ
の
美
し
い
自
然
を
私
た

ち
の
共
有
の
財
産
と
し
て
位
置
づ

け
、
地
域
と
の
交
流
や
連
携
の
も

と
に
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
地
域
と

な
る
よ
う
、
関
係
機
関
や
地
域
住

民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

利
尻
富
士
町
長

田
村 

祥
三

美
し
い
自
然
を
護
り

後
世
に
伝
え
た
い

幌延町 horonobe

豊富町 toyotomi

礼文町 rebun

利尻富士町 r ishir i fuji

ま
も



山と海が見渡せる最高のロケーションの中にある

利尻高等学校には、現在、約60名の生徒が通う。

授業のカリキュラムには、利尻山登山やまちの

施策に携わる取り組みもあり、これらを通じて

「ふるさとを見つめ直し、自分のできることとは

いったい何か」を考えてきた。今年は国立公園50

周年記念式典に合わせ、2年生18名が日頃の成果

を発表する。島の未来を担う高校生たちは、どん

なアクションを起こすのか？

7月初旬、式典に向けた活動についての中間発表が行われた。

風景をテーマにポスターや動画を制作する案や島の人々に

取材する案など多彩なアイデアが飛び交った。また、島が舞台

の謎解きゲームサイトの制作や島の各所に壁画を描くイベント

開催の提案も。式典だけでは終わらない、島に新しい風を

起こしたいという熱い思いが教室には満ちていた。

架空の世界でみんなが暮らせる
場をつくってみたいと、同級生か
らアイデアを聞き出し、パソコン
にメモ書き。さて、ここから何
が生まれるか？

発表の後、共通点のある企画を
挙げた生徒同士がグループとなっ
てディスカッションを行い、企画
をブラッシュアップしていく。

一人ずつ前に出てプランを発表。
文章だけでなく資料写真や動画
なども交えてプレゼンテーション
が行われた。

利尻礼文サロベツ国立公園

50周年記念式典で魅力を発信

謎
解
き
サ
イ
ト
で

魅
力
を
発
信
し
た
い

島
の
人
々
の

暮
ら
し
を
紹
介
し
た
い

壁
画
を
つ
く
っ
て

ま
ち
を
明
る
く
し
た
い

登
山
道
の
現
状
を

伝
え
た
い

風
景
の
動
画
を

つ
く
り
た
い

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

ブ
ロ
グ
に
載
せ
た
い



4243写真提供＝八木橋舞子 撮影＝木村 亘（上、中2点）

りんぞうくん

写
真
提
供
＝
稚
内
市
み
ど
り
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

暮らす人に聞く！ 

　市内にある公園施設の管理運営を手

掛け、スノーボードショップや総合型地

域スポーツクラブの代表でもある木村さ

んは、新たな視点による自然の楽しみ方

やアクティビティの企画、運営を行って

いる。その一つは白鳥が飛来する大沼と

周辺をフィールドとしたカヌーとサウナ

体験。ダイナミックな自然に包まれ、ここ

でしか味わえない風景が堪能できる。

　将来的にはガイド業を地元スポーツ

選手のセカンドキャリアの場となるよう

構築中。木村さんは市内のスキー場で

スノーボード育成プログラムを立ち上げ

現在までに6名のプロ選手を輩出してい

る。「スポーツ×観光×若者をキーワー

ドに、ふるさと稚内をより魅力的な町に

していきたいと思っています」。

ま
ち
ま
ち
の
魅
力

S
E
A
S

木
村
亘

いつ見てもかっこいい
体験した

ことのな
い

世界

ぜひ体
験して

みて！

ゆっくり景色が楽しめる

素材がおいしい！

稚
内
市

W

AK
KANA

I

利尻町
RI
SHIRI

「利尻町ウニ種苗生産センター」では、親ウニ
を採り、採卵・受精した後、稚ウニをある程
度の大きさまで育て、島の沿岸へ放流してい
る。施設の一部は公開。

島で一番古いとされる歴史的建造物を利用し
た「島の駅 利尻 海藻の里」。ギャラリーや
ショップ、カフェ、ローカルラジオのサテライト
スタジオなどがある。

「生産センターでウニの生態を知った後にウニ
採りも」。「神居海岸パーク」では5～9月、本
物の漁具を使用した漁とウニむきが体験で
きる。

旧校舎を利用した「利尻町定住移住支援セン
ター ツギノバ」は、定住移住の相談窓口の
ほか、カフェラウンジ、コワーキングスペース
などを併設した島内外をつなぐ交流スペース。

　地域おこし協力隊として札幌から移住

した八木橋さんは、これまで自身が関

わった施設や体験からおすすめスポット

を挙げてくれた。2016年に協力隊として

着任し「島の駅利尻 海藻の里」で、海

草を押し葉にするクラフト体験などに関

わった。「島の駅にはギャラリーやカフェ

もあり、雨の日でも楽しめますよ」。

　任期を終えた現在は「利尻町定住移

住支援センター ツギノバ」で人と人をつ

なげる活動を展開。その傍でウニむきや

昆布干しを手伝うことも。さまざまな出

会いを通じて感じる島の一番の魅力、

それは「人」。「みなさん元気でポジティブ。

温かくて強くて、ときに厳しく、まるで家

族のように接してくれます」。

利
尻
町
定
住
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー 

ツ
ギ
ノ
バ

八
木
橋
舞
子

雨の日でも
楽しめる

活きがい
い

ウニを味
わって

島の人が集う場

魅力は

「人」です！

りしりん

島の人たちは
元気いっぱい

島の駅 ツギノバ

ウニ種苗生産センター 神居海岸パーク

大沼の支流、往復2.5キロをカナディアンカヌー
でめぐるツアーがある。風の影響が少なく、鳥
のさえずりや水の音などをゆっくり楽しめる。

カヌー

昆
布
干
し
は
早
朝
3
時
頃
か
ら
始
ま
る
。
作
業
中
の
会
話
も
楽
し
み
の
一
つ
。「
地
場

産
業
に
携
わ
る
中
で
も
、
た
く
さ
ん
の
島
の
人
と
出
会
い
、
何
度
も
助
け
ら
れ
た
り
、

力
つ
け
て
も
ら
っ
た
り
。
自
分
を
見
つ
め
直
す
す
ご
く
い
い
機
会
に
な
っ
た
ん
で
す
」。

昆
布
干
し

「稚内市みどりスポーツパーク」では年間を通
じてカーリングの練習ができ、試合の観戦も
楽しめる。旅行者でも気軽に参加可能なカー
リング体験会も実施されている。

大沼が見渡せる大沼野鳥観察館（大沼バード
ハウス）の敷地で、夏はもちろん厳冬期もサ
ウナが楽しめる。透明のドームテントが休憩
スペースとなっている。

稚内出身の木村さん。父親が漁師。家の食
卓には子どもの頃から採れたての魚貝がずら
り。「素材が素晴らしいのでシンプルな料理
でも味は格別です」。

国立公園内にある浜勇知展望休憩施設「こう
ほねの家」。季節によっては水辺のコウホネ
の花を鑑賞できるほか、利尻富士に沈む夕日
が絶景。

大沼サウナ こうほねの家

カーリング場 海鮮

ウニっこに会える！

国立公園があるエリアの

6市町で暮らすみなさん

が、おすすめのスポット

や体験、食を紹介。

息を飲む風景を

体験してください



45 44写真提供＝礼文島観光協会 撮影＝梅村みゆき

利
尻
富
士
町

　富山県出身の梅村さんが移住したのは

4年前。以前にウニの殻をむくアルバイト

で島を訪れ、温かな人々と知り合ったの

がきっかけだ。現在、旅行業と宿の管理

を行っている。おすすめは歴史が感じら

れる場所。明治から昭和の初めにニシン

漁で島はにぎわった。その面影を彷彿と

させるのが「泉の袋澗（ふくろま）」。袋

澗とは獲ったニシンを海水で保管してお

くための石を積んだ防波堤のこと。さら

に歴史を深掘りするなら郷土資料館へ。

開拓期の生活や漁の雰囲気がよくわかる。

昭和 30年頃にニシンは姿を消したが、

いままた海に戻ってきているそう。「釣っ

たニシンをいただくことがあって、島の

恵みに感謝しています」。

暮
ら
す
人
に
聞
く
！ 

ま
ち
ま
ち
の
魅
力

利
尻
ポ
ン
ツ
ア
ー
ズ

梅
村
み
ゆ
き

R
IS

HIRIFUJ
I

歴史のロマンを

感じます

昔の地図を見てね海が真っ白に！

おばち
ゃん自

慢

の味

山が迫ってくる

ニシン漁が盛んだった時代、袋澗は島内に30
か所ほどあった。現在でも、その幾つかは残っ
ており、梅村さんのおすすめは「泉の袋澗」。
大正5年につくられた。

泉の袋澗

あるとき近所のおばちゃんが差し入れてくれた
ホッケのかまぼこのおいしさに感動したとい
う。各家庭で自慢の味があり、揚げても味噌
汁に入れてもよし。

ニシンが再来するようになり、5 年前から約
60 年ぶりとなる群来（くき）が春に起こって
いる。メスが放卵し、オスが放精すると海が
乳白色に染まる。

島の人は「この角度から見た利尻山が好き」
という場所がそれぞれあるそう。梅村さんは
野塚展望台のある国道の坂を降りた付近がお
気に入り。

大正２年に建てられた旧鬼脇村役場庁舎を郷
土資料館として利用。梅村さんは古地図を見
るのが好きという。「にぎわっていた時代は映
画館もあったんですよ」。

ニシン群来 利尻島郷土資料館

ホッケのかまぼこ 利尻山

礼
文
町

島を縦断する7つのトレッキングコース
があり、高山植物が多数見られるのが
桃岩展望台コース。桃岩登山口から知
床へと続く5.3kmの道のり。

北海道の名物として鮭のちゃんちゃん焼きは
よく知られているが、礼文ではホッケが人気。
合わせみそとネギを乗せてこんがり焼いて召
し上がれ！

利尻山のビューポイントとして川村さんが挙げ
たのは「北のカナリアパーク」。映画撮影用に
つくられた校舎ロケセットがあり内部に撮影
資料を展示。

夏になったら外せないウニ。高級昆布をたっ
ぷり食べて育っており、濃厚でほんのり甘い
味わいが口の中いっぱいに広がる。

町の花に指定されている高山植物レブンウス
ユキソウ。淡白色の葉を薄く積もった雪にた
とえたことからその名がついた。

　礼文出身で観光協会に勤める川村さ

んは、島の魅力を「静かでのんびりして

いるところ」と語る。休日に我が子とピ

クニックに出かけることも。そんな川村

さんに島での楽しみ方を教えてもらった。

まずはトレッキング。7つあるコースのな

かでも桃岩展望台コースは多彩な花が見

られるという。数ある高山植物の中で、

川村さんが好きなのはレブンウスユキ

ソウ。「開花は夏ですが、ドライフラワー

のように形が残るので長く楽しめます」。

　海の恵も豊か。ホッケやタラ、ウニ漁

がさかん。「ホッケはフライもいいし、

バーベキューでちゃんちゃん焼きも美味

しいですよ」。

礼
文
島
観
光
協
会

川
村
彩
歌

R
EBUN

長く楽しめる花利尻富士がバッチリ

バーベキュ
ーの

定番

ここが絶景！

あつもんと

お待ちして

います

ウニ丼！ど～ん

北のカナリアパーク

トレッキングコース

レブンウスユキソウ

ホッケのちゃんちゃん焼き ウニ丼

りっぷくん

あつもん
りっぷちゃん



47 46撮影＝貞廣拓哉

©
 P
olaris N

ature G
uides &

 C
onsultants

写
真
提
供
＝
ミ
ラ
コ
コ

豊
富
町

ミラココで下山さんと
活動を共にする
熊澤奈音さん（14歳）。

　おもちゃ図書館や使わなくなったもの

を必要な人に届ける「よかったらどうぞ」

スペース、多世代交流ひろばなどがある

施設「ミラココ」は子育て世代の強い

味方。この施設の代表を務める下山さん

が町の魅力としてまず教えてくれたのは、

自慢の景色。「豊富町から見た利尻山の

形が一番キレイだと思います」。

　次に豊富が全国にその名を知られてい

るものとして挙げたのが「牛乳と温泉」。

濃厚な口当たりの牛乳は沖縄まで出荷さ

れている。温泉は皮膚炎を患う人が長期

で湯治に来ることも多く、その中にはミ

ラココを利用する親子も。「湯治の方も、

ここにいる間は町民。ミラココでストレ

スなく過ごしてもらいたいですね」。

暮
ら
す
人
に
聞
く
！ 

ま
ち
ま
ち
の
魅
力

N
P
O
法
人
ミ
ラ
コ
コ

下
山
絵
衣
子

T

OY
OTOM

I

珍しい泉質

体験ツアーに参加

豊富ブ
ランド

山の形が一番

キレイに見える
！

みんなの

居場所です

写真を
撮る

のが好
き

ポツン
と

ありま
す

子育ての輪が広がる

幌延町

人里離れた場所にある無人駅は「秘境駅」
と呼ばれ、近年ブームとなっている。幌延に
はそうした駅が４つあり鉄道愛好家などから
注目されている。

トナカイに餌をあげたり、冬にはトナカイソリ
に乗ったりするイベントも。ノースガーデンで
は「幻の青いケシ」と呼ばれるブルーポピー
も見られる。

この町で育てられているサロベツ合鴨を使っ
た料理が飲食店のメニューとなっている。ト
ナカイ牧場では合鴨ラーメンが食べられる。

日本海を望むオロロンラインには、幌延が北
緯 45 度線にあるため、それを表したモニュメ
ントが設置されている。その向こうに利尻山
が見渡せる。

　道北を旅行中にサロベツ原野の自然

に惹かれこの町の地域おこし協力隊と

なった貞廣さん。現在はトナカイ観光牧

場に在籍している。「この牧場では一年

中トナカイと触れ合えます。町のスポッ

トとして外せない場所」。

　貞廣さんの趣味は写真を撮ること。お

すすめの撮影スポットは名林公園。「サ

ロベツ原野とは違った街中の身近な自然

を感じられます」。もう一つは海岸線が

美しいオロロンライン。「夕日を眺める

のが最高です」。

　食のおすすめは幌延産の合鴨で、飲

食店でソバやラーメンとして提供。「鴨の

油がしみ出たダシは美味しいですよ」。

幌
延
町
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧
場

貞
廣
拓
哉

H
OR

ONOBE

365日触れ合える

肉汁がジュワッ

風景に癒されて

休日に
ほっこり

ブルピー

ホロベー

トナカイ牧場 オロロンライン

秘境駅 合鴨ラーメン

冷涼な気候の中でのびのび育った牛から絞っ
た豊富牛乳。北海道を中心にしたコンビニエ
ンスストアなどで広く流通し豊富ブランドとし
て知られている。

渡り鳥を見に行くツアーや野生動物を見に行
くツアーなど四季折々の企画がある。トレッ
キングやサイクリングもおすすめ。

地域で子育てをサポートする団体があるのも
町の特徴。「ミラココ」をはじめ、親子で自然
に触れ合う活動をする「サロママ」という団体
も。連携しながら活動中。

豊富温泉には乾癖やアトピー性皮膚炎になった
人が多数湯治に訪れており、町では湯治とワー
ケーションを組み合わせた取り組みも実施。

体験ツアー 豊富温泉

豊富牛乳 ミラココ

利尻山は豊富町側から見るのが一番と
下山さん。町には渡り鳥の飛来地もあ
り、山をバックに鳥が羽ばたく瞬間が
格別の景色だという。

利尻山

駅
か
ら
徒
歩
8
分
。散
歩
が
て
ら
名
林
公
園
へ
！

エ
ゾ
リ
ス
に
も
会
え
ま
す
よ
。

名
林
公
園

とよとみくん

幌延駅の「ホロカル」
では観光情報を提供
しています

撮影＝酒井由美



　
こ
れ
ま
で
自
然
と
人
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き

た
の
か
と
い
う
視
点
で
取
材
を
進
め
て
い
く
と
、
過

去
を
振
り
返
る
こ
と
が
未
来
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。
自
然
保
護
の
取
り
組
み
は
、
す
ぐ

に
成
果
が
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い
時
を
か
け

て
少
し
ず
つ
変
化
が
現
れ
て
い
く
も
の
。
こ
の
取
材

で
出
会
っ
た
い
ず
れ
の
人
も
、
ま
だ
見
ぬ
理
想
の
風

景
を
心
に
温
め
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
た
。

　
50
年
後
の
未
来
、
こ
の
国
立
公
園
は
ど
の
よ
う
な

姿
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
？
　
気
候
変
動
や
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
未
来
は
明
る
い
方
向
ば
か
り
で
は

な
い
が
、
そ
れ
で
も
き
っ
と
た
ゆ
ま
ぬ
活
動
の
先

に
希
望
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。

　
島
の
高
校
生
が
取
材
の
中
で
語
っ
た
。「
利
尻
山
は

毎
日
見
て
も
飽
き
る
こ
と
は
な
い
」。自
然
を
美
し
い

と
思
う
人
の
心
は
、い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。

私
た
ち
の
心
身
に
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
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